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プロローグ  「 改革前夜 」  

 

「 祗園囃子の方がまだ う るさ過ぎんでええな。 」 そんな不謹慎な思いを抱きながら前田

教頭は小さ くため息をついた。  

今、三枝学園高等学校の会議室では小牧校長と三枝教諭がにらみ合ったまま互いに一歩

も譲らない口論の真っ最中だった。  

「 ど う してそ ういう風に考えられるのですか？生徒の学力を伸ばそ う という私の考え方

がそんなにおかしいですか？ 」  

学生時代に留学経験のある三枝かおるは校長に対しても自分の考えをはっき り口にす

る 。そのせいか彼女はプライ ドばかり高くて協調性に欠ける と小牧校長から疎まれてい

た。 

夏休みを前にした 7月の職員会議で本年度の生徒募集活動の進め方をめぐって議論が交

わされている うちに進路指導担当の三枝かおる と校長の口論が始まったのだ。  

「 そんなこ とは言ってないやろ？しかし三枝先生も知ってるよ うにう ちの学校は 『進

学 』 を売りにした学校やないんです。実社会でなんの役にも立たん勉強ばっかり さすんや

のうて、 もっ と う ち独特の、 う ちでしか出来ん教育をアピールすべきやないかと言うてる

んですよ 。 」  

小牧校長は興奮しすぎた自分を取り戻すよ うにゆっ く り と話を続けた。  

「 実生活をよ く考えてみて下さい。学校で必死に覚えた公式だの年号だのがいり ます

か？今の子供たちにはもっ と別の “生きた教育 ” が必要なんじゃあ り ませんか？そ うい う

教育活動こそが創設者のお考えでもあったのではないですか 。 」  

小牧校長は尐し笑みを浮かべながら背もたれに身体を沈ませた。  

小牧校長は公立高校の校長を定年後、今年の四月から三枝学園の校長に就任したばかり

であった 。が、前任の大前校長とは旧知の間柄であ り 、大前校長の在任中から 、 この学校

の話はと きおり聞かされていた。  

小牧校長は三枝かおる と議論を交わしながら 、前任の大前校長から聞いたこの学校の変

遷を思い出していた。  

 

三枝学園女子高等学校は昭和三年、創設者三枝茂吉によって京都の子女の育成を目的と

して設立された。  

商家も多い京都とい う土地柄、お茶 ・お花に始まる躾教育はも と よ り簿記資格の習得な

どの実学を重視した指導方針が人気を呼び、定員数である三五〇人を大幅に上回る入学生

を確保していた。  

しかし 、女子の進学率が向上し始めた頃よ り序々に入学生が減尐した。そこで昭和五十

八年に普通科を設立し 、従来の教育を行う商業科との二枚看板と した 。普通科といっても

簿記の授業やそろばんの授業がないといった以外、特別な特色もなかったのだが、第二次

ベビーブーマー世代の最中であったこ と も幸いして項調に生徒数を回復し 、昭和六十三年

には入学者数五五〇人を数えるまでに到った。  

が、平成元年以降は尐子化の影響を受け、尐しずつ受験者、入学者と もに減尐し始め

た。 これは三枝学園だけでなく 、中堅以下の私学の多くが同じよ う な状況にあった。 と こ
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ろが突如、 ライバル校の一つである西陣高校が大幅な学校改革を試みた。その内容は 『共

学化と進学実績の向上 』 であった。  

西陣高校の試みは見事に成功した。入学者数が倍増するだけでなく 、上位大学への進学

を意識した指導方法が京都中の話題をさ らったのだ。  

片や三枝学園では設立以来最高の入学者数を数えた昭和六十三年よ り再び生徒数は減尐

の一途を辿っていた。  

このよ う な状況の中、公立改革の実績を買われ大前剛三氏が平成四年に公立校から招か

れ就任したのである 。  

大前校長は早速そのワンマンぶりを発揮して学校改革に着手した。  

平成五年から共学化に踏み切り 、校名も 「三枝学園高等学校 」 に変更した。共学化に伴

い制服のデザインも大幅に刷新した。  

平成七年からは商業科の中に情報コースを設立し 、総合コースの先駆けと して注目を集

めた。 

当初、共学化と有名デザイナーの起用で話題にのぼった制服の変更によ り 、三二〇人

（平成四年 ） にまで減尐していた入学者が三八七人 （平成六年 ） にまで増加した 。 しか

し 、大前校長のワンマンな学校改革は現場指導者である教員達の間で常にト ラブルを生

み、口論を絶えさせなかった。  

特に情報コースを設立してから とい う もの、三枝学園の伝統を担い、中核を成していた

商業科の中で内紛が絶え間なく発生するよ うになった 。 

管理職と若手教員達とのいざこざは、やがて生徒の授業にも影響を及ぼし 、ついには父

兄にも知られる と ころとなって、大前校長はその責任を取る形で平成九年の三月で辞職し

たのである 。 

責任を取る形になったとは言え、尐なからず学校改革に貢献した大前校長の顔をたてる

ために、理事会は後任の校長人事については大前氏の意向を尊重する という方針を出し

た。そして大前氏は自分の後輩にあたる小牧久則氏を推薦したのである 。  

小牧新校長は就任してすぐに学校の存在意義と も言える教育理念の変更に踏み切り 、教

員に小牧校長の改革プランを提示した 。  

それは 『優し さ と強さを兼ね備えた子女を育成する 』 から 『 社会に役立つ人間形成を目

指す 』 であった 。  

その中身にさほど大きな変化はなかったのだが、流行の 『人間形成 』 とい う言葉を使っ

たこ とで、多くの教員が自分達が目指していた 『生徒との関わり 』 について考え直すきっ

かけとなった 。 こ う して内紛は沈静化したのだった。  

「 大前さんはその独特の個性が災いし 、思い半ばにして追われるよ うにこの学校を後に

した。私は同じ轍は踏まんぞ。 」  

小牧校長の行動は実にしたたかだった。それまでの中村教頭に加え、中堅教員の中心的

存在であった国語科の前田教諭を教頭に抜擢した。中堅 ・若手教員達に人気のある前田教

諭を抜擢する こ とで現場教員の不満を抑え、自分自身を含む三人体制で三枝学園高等学校

を自分のカラーに塗りあげていこ う と考えたのだ。  

と ころが内紛の騒ぎが大前校長の辞任 ・小牧新体制で終止符が打たれよ う と している頃

に、それまで学校経営には全く口出しをしてこなかった三枝家から突然の申し入れがあっ
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た。 

「 娘をそちらに送りたい 」  

小牧はこの申し出を聞いた時の苦々しい思いを忘れられない。  

今、彼の目の前にいる三枝かおるは初対面の彼に向かって 「学校を変えまし ょ う 、私も

お手伝いさせていただきます。 」 と意気揚揚に言い放った。  

「 高校教員と しての実績もないくせに ・ ・ ・ 三枝家は何を今更首を突っ込むよ うなこ と

して く るんや？ 」  

小牧校長は苦々しい思いを隠して 、理事長の娘である三枝かおるが実質的な学校経営に

携わるこ とがないこ とを確認した上で、  

「 三枝先生は大学で教育学を研究しておられたんでしたな？で、教科は何をご担当いた

だきまし ょ うか？高等学校教育には教育学という ものはあ り ませんから 、なにか他の教科

をお願いしたいのですが？ 」  

と話しかけた。明らかにその発言には トゲが含まれていたが、三枝かおるは意に解さない

様子で 

「 学生時代にきちんと指導を受けました。一忚、実習にも行っており ますので、数学を

担当させていただきます。 」  

と返答した 。そのと き以来、小牧校長は三枝かおるに親近感を感じる こ とは一回もなかっ

た。 

 

「 考えてみればあの時から既に小牧校長と三枝先生の相性は予測できてたな。 」  

中村教頭が新教頭の前田につぶやいた。前田も小声でそれに答えた。  

「 しかし三枝先生の数学の授業はわかりやすいと生徒達からも好評ですし 、先生自身も

数学離れを食い止めるよ う な試みを続けてきては り ます。当然父兄からも受けがいいし 、

いわば父兄の声を校長に届けるよ う な役割になってきましたね。 」  

中村教頭は大前校長時代からの教頭で人当たりのいい気さ くな人間であったが、どこ と

な く と らえどころのない雰囲気を醸し出していた。  

中村教頭と小声で話しながら前田は小牧校長から教頭に任命された時のこ とを思い出し

ていた。 

 

「 君には期待していたと大枝さんからも伺っています。先生方と管理職は風通しのいい

関係でなければなり ません。前田先生にはぜひそのお手伝いをお願いしたい。 」  

前田は小牧校長の言葉の意味をいろいろ考えながら も 、現場の声が生かせるよ う な学校

になればいい、 との思いから教頭の職を うけたのであった。  

ただ、前田自身はこ こ数年、生徒達やその父兄と接する中で学校のあ り方について疑問

を抱いていた。  

「 最近、校長と三枝先生の意見は真っ向から対立モードに入ってますが、中村教頭はど

ちらの意見に賛成ですか？ 」  

中村教頭は前田からのその問いには返事をせず、二人の言い争う姿を見守っていた。  

前田の質問には中村教頭の反対側にいた三年生の学年主任である伊藤教諭が代わって答

えた。 
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「 私は三枝先生の言う こ との方がよ く理解できます。だいたいこの学校は先生達の危機

感が薄すぎますよ 。 」  

三枝かおるが加わるまではいつも伊藤が紛糾する議論の中心にいた。伊藤が持論を展開

し始めたので、前田は慌てて伊藤にさ さやいた。  

「 今日のと ころは、 これ以上会議を う るさ くせんといて くれよ 」  

先を制された伊藤はしぶしぶ小牧校長と三枝かおるの成り行きを うかがった。  

「 校長先生は実社会、実社会とおっしゃいますが、その実社会で生き抜くためにも学歴

は大事だと何度も申し上げているではあ り ませんか？西陣高校はそのあたりのニーズを的

確に読み取り 、 どんどん入学者数を伸ばしています。 このままでは水をあけられるばかり

です。 う ちの学校のランクがいまどれく らいだかご存知ですか？世間では “共学フ ィーバ

ーも二年で終わった ” なんて言われているんですよ？そ ういう実態をちゃんと把握されて

ますか？ 」  

それまでは余裕のある態度で接していた小牧校長だったが、自分が世間知らずのよ う な

言われ方をしたために思わずかっとなって反論した。  

「 じゃあなんですか？変えたばっかりの学校方針をまた変更して 『 この学校の方針はま

だ定まっており ません、年替わりに方針を変えいろいろやってみます。チャレンジ精神の

旺盛な方はぜひご入学ください。 』 とでも謳えと？それこそ恥の上塗りでし ょ うが？そん

なこ と も判からへんのですか？全く これだから勉強ばっかり してきた人は世間の常識に疎

いと言われるんですよ 。 」  

興奮しきった小牧校長と三枝の間を割ってはいるよ うに前田が口を挟んだ。 

「 校長それはちょっとど うかと 。三枝先生もそんなに急がずに。 こ こはやはり客観的に

うちの学校の現状を分析しないとあかんのとちがいますか？まだ新体制になったばかりで

す。我々が揺らいでいる と生徒にも影響します。 」  

と二人を落ち着けるよ うにゆっ く り言った。  

「 でも前田教頭、実際に生徒と関わる立場の者から言わしていただきますと 、彼らは目

標を決められずに勉強に対する意欲すら失いかけている状況なんです。 」  

かおるは今でも週に六時間は現国の授業を教えている前田に 『 そんなこ とにも気付いて

いなかったのか？ 』 と言わんばかりに食って掛かった。  

「 だから 、その目標を 『社会に出てから役に立つ人間になる 』 ってこ とにしてるんでし

ょ うが？ 」  

小牧校長はかおるの背中に向かって言葉を投げつけるよ うに言った 。 

「 それが、パソコン研修やお茶やお花のお稽古なんですか？それらが本当に役に立って

いる と思いますか？わずか十六歳やそこ らの子供達に 『社会に出てから役に立つ人間 』 っ

て漠然と した言葉は目標にはならないと先ほどから申し上げているんです。 もっ と具体的

になにかを示してやらないと！ 」  

「 パソ コンはこれからの時代とても大事になって く る 。社会人の必須科目になるんで

す、だから高校でしっかり学んどきまし ょ う と我が校は言ってるんでし ょ？具体的に示し

てるやないですか？ 」  

校長とかおるの話をイライラしながら聞いていた商業科の主任教諭である沢野よし子が

堪り兼ねて討論に加わってきた。  
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「 三枝先生は生徒からの声やとい うけれどもわずか四ヶ月の教員経験しかないのになん

でそんなこ と言えるんですか？私らは卒業生からも父兄からも喜んでもらってますよ 。

『 お陰でええと ころに就職できた 』 って 。お茶やお花ってあんた馬鹿にした言い方しはり

ますが京都では大事なこ とですよ？文化継承っていう意味からも将来結婚する と きにも

ね。 」  

まるで、異星人でも見たかのよ うにかおるは驚きに目を見張った。  

「 それじゃ 、なんですか？我が校は花嫁養成学校なんですか？時代錯誤もはなはだしい

ですよ 。今の世の中、だれが将来のお見合いのために高校選びをするんですか？そんな考

えだから 『 さえ校 （三枝学園高校 ） はダサい時代遅れ校 』 なんて揶揄されるんです！一体

全体なんでそんな学校経営を父は許してきたのかしら？ 」  

最後は独り言のよ うにつぶやきながらも 、そこにいる者全員にその言葉はしっかり届い

ていた。 

「 三枝先生、初めに確認させてもらったよ うに学校経営には口を挟まないというお話で

したよな？お父上である三枝理事長からもそ う伺っています。経営うんぬんと言う発言は

分不相忚やないですか？理事長のお嬢さんという こ とで特別に進路指導部とい う部署を作

って担当になっていただきましたが、貴女は本校の中では数学科の新米教師です。 も う尐

しわきまえて ください！沢野先生はこの学校で二十年も教えてこ られたベテラン教諭で

す。一年生教師の貴女は教えを請う こ とはあっても批難するなんて許されるこ とやないで

すよ 。 」  

小牧校長は沢野を味方につけながらかおるを厳し く叱責した。  

かおるは不用意な独り言を悔いながらも 、言ってしまったものは元には戻らないとばか

りに背筋をのばした。  

三枝学園のも うひとつの学科、普通科主任の小田原が意見を述べた。  

「 我が校も共学化 ・制服変更 ・ 校名変更 ・新コース創設とやってきました 。いずれも世

間の流れやないですか？あとは我々が熱意を持って生徒の指導にあたればいいんちゃいま

すか？ 」  

その言葉に後押しされるよ うに小牧校長は教員全体に向けて話をした。  

「 そ うです。何事も我々の熱意次第ってこ とです。が、学校改革は継続的に進める必要

があ り ます。だから昨年から沢野先生や小田原先生を中心に改革委員会を開いてもらって

るんです。担当しておられる先生方には時間的に大きな負担をかけて申し訳なく思ってい

ますが、毎月のよ うに学校改革のための話合いをしていただいています。 これが将来に向

けた大きな財産となるはずです。 と ころで中村教頭、他に議題はあ り ましたか？ 特に追

加の議題がなければ今日はこれで、 という こ とで。 」  

職員会議はそれぞれの先生にし こ り を残したまま終了した。  

 

職員室に戻ったかおるはあま りの腹立たし さに拳を握り締めていた。  

そんなかおるに中村教頭が近づいて声をかけた。 

「 三枝先生、今日なんか用あるかな？もしよかったら帰り支度してちょっ と コーヒーで

も飲みにいきませんか？前田先生や伊藤先生にも声掛けてるんやけど 。 」  

今までは理事長の娘とい う こ とでなんとな く遠巻きに見られていたかおるにとって中村
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教頭の誘いは唐突なものではあったが、あ りがた く もあった。  

「 はい、あ りがと う ございます。特に何も予定ではあ り ませんので御一緒させていただ

きます。 」  

「 そ うですか。 よかった、 じゃ前田先生、伊藤先生もよろしいかな？ 」  

会議室から出てく る際、中村教頭から誘われた時には若干のいぶかし さを感じた前田で

あったが、かおるに声を掛ける中村教頭の様子を見ながら何かあるなと感じていた。 

 

「 こ このコーヒーは美味しいんや、 まあだまされたと思って飲んでみ。 」  

この喫茶店にはよ く く るのか中村教頭はメニューも見ずに注文をした。  

前田と伊藤も注文をしたがかおるだけは放心したよ うに押し黙ったまま 、 うつむいてい

た。 

「 三枝先生はカフェオレでいいかな？ 」前田が気をきかせた。  

「 と ころで、校長が発案した改革委員会っていうのはど ういう状況なんや？ 」 と唐突に

中村教頭が前田に向かって尋ねた。  

「 まだ、実質的には何も動いてませんね。小田原先生は 『急にそんなこ と言われても困

る 』 ってこぼしてました。 」  

「 そ うやろな 。結局、ビジ ョ ンもプランもない人間がいく ら集まっても何も始まら

ん。 」  

中村教頭は向きを変えてかおるに話しかけた。 

「 三枝先生、 も う尐し肩の力を抜いた方がいいですよ 。残念ながら この学校は簡単に改

善されるよ う な状態やあ り ません。それに学校という組織は正しいこ とを主張すれば通る

という ものでもあ り ません。 まずはしっかり道筋を決めてかからないと 、余計に校内が混

乱するだけです。 」  

前田は改めて中村を見つめてみた。そして尐し失望した。わざわざ我々を呼び出したの

は組織の中で波風を立てるなという こ とを言いたかっただけなのだろ うか。  

だがそんな予想に反し中村は言った。 

「 さあ 、 コーヒーを飲みながらでいいからちょっ と この紙を見てくれますか。 」  

そして一枚の紙をテーブルの中心においた 。 

その紙には 『生徒募集活動改善セミナー 』 と大き く書かれていた。 ヒ ューマン ・ リ ンク

という会社からの DM だった。  

「 これはなんです？学校のこ とを商売にした会社があるんですか？ 」伊藤は驚き と同時

に不快感をあらわにした。驚いたのは前田も同じだったが、彼は逆に興味を覚えた。 

「 『 生徒募集活動改善 』 ですか。正に我々に向けられた言葉のよ うですね。どんな内容

なんでし ょ うか。 あれ？この会社、京都にあるんですね！ 」  

「 そ う なんや。で、 この前、私学連盟の会議の時にそれとな く他の学校に探りを入れて

みたんやが、そしたら結構みんなこの会社のこ とは知ってるみたいで、セ ミナーに行った

こ とがあるっていう学校も二～三校あったんや。 きっ と今まで校長宛にきてたから我々に

は知らされなかったんやろね。校長はこ ういうのは絶対興味示さんやろ う し 。 」 中村はに

こやかに答えた。  

「 そらそ うでし ょ 。営利企業が学校に介入して く るんですよ 。嫌に決ってるやないです



 - 7 - 

か？！中村教頭、 まさかセ ミナーに行くって言うんじゃないでし ょ うね。 」 伊藤が嫌悪感

を剥き出しにして言った。 

「 伊藤先生、その営利企業がどんな風に学校や教育という ものを考えているか知りたい

と思いませんか？私はそこ らへんにも興味があるんですよ 。私一回行ってみよ う と思いま

す。 」 中村はそ う言った。  

「 校長の許可は取れますかね？ 」前田は中村に聞いた。  

「 なんとかしますよ 。他の学校の先生から誘われたとでもなんとでも言えますから 。 」  

そこへかおるが口を挟んだ。 

「 私も行きたいです、御一緒させてください。 」 かおるは身を乗り出しながら中村に願

い出た。 

「 三枝先生なら興味をもたれる と思いました。 しかしまだこのセ ミナーがどんなものな

のか、我が校にとって価値があるかど うかわかり ません。そんな段階で二人もこれに参加

する となる と 、校長達を警戒させたり反感を買うだけでし ょ う 。 まずは私が一人で行って

みて、先生方に報告しますよ 。三枝先生、本校をよ り良く しよ う というお気持ちはこ こに

いるみんな同じです。だから こそ、余計に無用な対立は避けなければならない。ゆっ く り

行きまし ょ う 。 」 中村は逸るかおるの気持ちを押えるよ うに諭した。  

翌日校長室を訪ねてヒ ューマン ・ リ ンク社のセミナーについて話をした中村は、ど う小

牧校長を説き伏せたのかわからないが参加の許可をもらってきた。  
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プロローグのま とめ 

 

学校改革を阻害する要因とは何か 

 

深く考えずに以下のチェッ ク リ ス ト を使って自分達の学校に該当する頄目をチェッ ク し

てみてください。  

 

① 学内組織の各単位で具体的な （数値 ）目標を掲げている 

② 上記の目標の達成度、進捗度について定期的に何らかの形で確認されている 

③ 目標を実現するための施策について組織内で十分な時間をかけて検討している 

④ 上記の施策の有効性をデータに基づいて検証している 

⑤ 管理職は自校の数年後の目標像を明確に提示している 

⑥ 管理職と リーダー教員 （部長、主任 ） が定期的に個別ミーティングを行っている 

⑦ 自校の教育力を高めるための研修会が各組織主導で行われている 

⑧ 過去五年間で見る と 、受験者の総数は増加傾向にある 

⑨ 過去五年間で見る と 、学力上位生徒の偏差値は上昇傾向にある 

⑩ 現在の三年生は一年生の時よ り も学力偏差値 （外部模試 ） が高くなっている 

 

これは学校改革の進捗度を確認するためのチェッ ク リ ス トです。いかがでし ょ う 。いく

つチェッ クがつきましたか？ 

正確な数値ではあ り ませんが、私達が知る範囲ではチェッ ク された頄目の数、三～四個

が私立学校の平均的な状態ではないかと思います。 これが進学実績を伸ばしつつある学校

の場合だと五～六個になり ます。逆に公立学校の受け皿に位置する学校の場合は二個程度

になり ます。  

多くの学校ではチェッ ク数が一～二個の状態からスタートする こ とになるでし ょ う 。  

それでも （学校組織の状態によ り差は生じますが ）計画的に学校の改革に取り組んで頂

ければ、早い学校であれば一年間でチェッ ク数が六～七個程度になり ます。 もちろん、上

記頄目のチェッ ク数が多ければそれだけで十分かと言う とそ うい うわけではあ り ません。

が、チェッ ク数が尐ない学校では改革スピードが大幅に遅くなる こ とは間違いあ り ませ

ん。 

 

学校改革の必要性を感じないとい う学校経営者はまず存在しません。が、実際に学校改

革が着実に進展している と自信を持って宣言できる学校は極めて尐ないよ うです。学校教

育に関わる大多数の方々が改革の必要性を非常に強く感じているにかかわらず、学校改革

の成功事例が驚くほど尐ないのは何故でし ょ うか。 もちろん、学校においてもＯＡ化に代

表されるハード面での改革は数多く導入されています。短期的であれば募集成果が飛躍的

に高まったとい う事例も尐なく あ り ません。が、それらの改革はどこまでいっても一過性

のものであ り ます。 どれだけ入学者が増えよ う と 、それらは一時的な成果であ り 、学校の

評価やステータスを高めるものではないからです。  

こ こで言う改革とは生徒の能力 （学力、やる気、その他 ） をよ り効率的に高める 、ある
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いは引き出すための、いわゆる 「教育改革 」 を指しています。教育改革による成果は多く

の場合、学校の評価やステータスを高め、結果と して生徒募集にも効果があ り ます。 

もちろん、教育改革についても既に多くの学校が取り組んでいます。が、ハードの改革

とは異なり 、一連の教育改革はなかなか成果と してあらわれてきません。何故でし ょ う

か。 これは学校という組織が独自に創り上げた組織風土に起因する と考えられています。 

 

学校組織と企業組織の違いや学校の教員と一般のビジネスマンの違いについてはこれま

でにも様々な視点から議論がされてきました。 こ こでは両者の違いを考察する こ とで学校

組織の課題と改革が進展しない背景について考えてみたいと思います。 

 

私達は学校組織と企業組織の最も大きな違いは 

 

・ 個々の組織における具体的な目標 （ ゴールイ メージ ） の有無 

・ 目標の達成度を確認する （進捗管理／評価 ） システムの有無 

・ 施策の有効性を検証する （ 成果との相関度を測定する ） システムの有無 

 

の三点に集約される と考えています。 もちろん、全ての学校組織がこ うだというつも りは

あ り ません。が、私達が過去にお会いした多くの学校は上記の二点について深刻な課題を

有していました 。  

これまで、教職に就く多くの方は、 「 教育成果を数値的に測ろ う と してはいけない 」 と

信じ させられてきたよ うに思います。確かに教育活動は物品の製造や販売などの業務とは

異なり 、成果という ものを特定しにくい側面があるよ うに見えます。が、実は先生方が気

付いておられないだけで、教育成果を数量的に測定する切り口は非常に多く存在します。

「 成果を具体的に測定する指標が思いつかない 」 こ とを理由に 「教育成果を数値的に捉え

てはいけない 」 と考えるこ とは筋が通らないよ うに思います。 

また 、 ある先生方は 「教育成果を数値的に測ろ う とする と 、数値にばかり目を奪われて

本来の教育業務がおろそかになるから良くない 」 とい う言い方をされます。 この考え方も

明らかに間違っているよ うに思います。良い教育活動が行われるから成果が向上するので

あ り 、 もし 、教育成果を追求するこ とで教育活動が悪くなる とすれば、それは目標と して

設定した内容の問題である と考えられるからです。  

 

今回、舞台となる三枝学園は学校改革に出遅れた私学と して描かれています。本書を通

じて 、 「 学校が変わる 」 とはど うい う こ となのかを感じてほしいと思います。  
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第一章 「 ヒ ューマン ・ リ ンク社との出会い 」  

 

七月十五日、街中には祗園囃子のテープが流され祭りの気分を盛り上げている 。そんな

お囃子が聞こえるビル街の一角にヒ ューマン ・ リ ンクがある 。今回の 『生徒募集活動改善

セミナー 』 はヒ ューマン ・ リ ンク社の会議室で行われるこ とになっていた。受付を済ま

せ、指定された席へ着いた中村は既に机上に配布されていた資料に目を通した。見回すと

二十名程度の席が用意されていた。二列ほど前の席には西陣高校の教頭が座っていた。あ

とは室町商業高校の校長の顔が見えたが、それ以外で見知った参加者はいないよ うだっ

た。程な く して 、本日のスケジュールや資料について説明され、 このセ ミナーの担当講師

が登場した。  

挨拶と自己紹介を述べた後、いよいよセ ミナーが始まった。  

 

ふと気付く と開始から既に二時間半が経過し終了時刻になっていた。講師はその間、私

学教育の現状や魅力ある学校づく りの考え方を織り交ぜながら募集活動で成果を出すポイ

ン トについて紹介していた 。中村は講師の話はもちろんのこ と 、その他に思いついたこ と

や頭に浮かんだ疑問などを紙に書き連ねていったのだが、気付く と紙が束になっていた。

セ ミナーが終了した後も中村のペンを持つ手は止まるこ とな く動きつづけた。  

その日の日程が全て終了し 、アンケート用紙が配られた。一通りアンケート頄目に答え

た後、中村は 『大変参考になった。が、 まだまだ勉強不足で自校の場合、 どのよ うに考え

ればよいのかが明確にならない。一度詳し くお話を伺いたい 』 と自由記入欄に記しておい

た。 

 

学校に戻った中村は、前田、伊藤、かおるの三人に喫茶店での会合を呼びかけた。  

「 ど うでしたか？どんなよ うすでした？ 」 テーブルにつくな り早速前田が、みんなを代

表するよ う な形で切り出した。  

「 正直にいえば 『目からウロコ 』 状態やったね。非常に面白かった 。今回のテーマは

『生徒募集 』 とい う こ とでしたが、我々が考えていた生徒募集とい う手法がいかにずれて

いたかと考えさせられました。 」  

中村は話を続けた。 

「 例えば生徒募集活動の改革と言えば、伊藤先生はど ういう内容を想像されますか？ 」  

伊藤は考えながら答えた。  

「 そ うですねぇ 、オーソ ド ッ クスに考えれば学校案内とかの資料をど う作ればいいかと

か、説明会に参加した方に何を渡すかとかでし ょ うか。それと も三枝先生が以前紹介され

たよ う な共学化とか制服変更とかでし ょ うか。 」  

「 うん 。僕もそ ういう類の内容について事例紹介がされるんだろ うなぁ と考えていた。

が、実際には全然違っていたんだ。 」  

「 ヒ ューマン ・ リ ンクでは募集改革の進め方を確率論で紹介していた。 」  

「 確率論、ですか。 」 驚いたよ うに伊藤が答えた。  

「 うん、 ヒ ューマン ・ リ ンクでは募集活動の領域を 『中学校訪問 』 『 募集イベン ト 』

『 募集ツール 』 の三つに区分していたけれど 、例えば中学校訪問をする場合、僕らはど う
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いう こ とを目的と して訪問しているかな。 」  

「 うーん。進路指導の担当者に本校のこ とを紹介するこ と 、中学生をたく さん紹介して

もら う こ と じゃないですか。 」  

「 と ころがヒ ューマン ・ リ ンクは違う と言うんだ。詳しいこ とはレポート を読んでくれ

ればいいが、中学校訪問の目的は中学校との良い関係作りにあるらしい。 」  

「 それって 、私たちがやっているのとど う違うんですか。 」 伊藤が尋ねた。 

「 じゃあ聞くが、中学校との良い関係ってなんだと思う？去年よ り も良い関係になった

かど うかを何で判断すればいいと思う？ 」  

「 それは ・ ・ ・ 入学者が増加したかど うかで判断するのではないですか？ 」  

「 それも一つの見方ではある 。が、良い関係が作れているかど うかを判断する基準は中

学校側が私たちに対してど ういう対忚をして くれたかで判断するべきだとセ ミナーの中で

紹介された。私も話を聞いてそれが正しいと思った。 」  

「 ど うい う こ とですか。 まだよ くわからないのですが。 」 今度はかおるが質問した。 

「 例えば、三枝先生は進路指導だから逆の立場でわかる と思うが、三枝先生のと ころに

は大学や専門学校から募集担当の方がよ く来られますよね。 」  

「 ええ 、多い日はひっき りなしで。 」  

「 本校の生徒向けにとい う こ とでパンフレッ トやポスターを持ってこ られる と ころも多

いですよね。 」  

「 そ うですね。でもポスターとかはスペースの問題もあ り ますから大半は捨てちゃいま

すけど ・ ・ ・ 、わかった！ 」  

「 何が？ 」 まだピンと こない伊藤が口をはさんだ。  

「 こ うい う こ とですね。同じよ うに訪問しているのに、ポスターを掲示してもらえる学

校とそ うでない学校がある 。資料を持っていっても生徒に渡して くれる学校と渡して くれ

ない学校がある 。 」  

「 そ う なんだな。良い関係とい うのは私たちの学校に対してよ り多くの便宜を図って く

れる学校であ り 、そ ういう学校を増やすこ とが中学校訪問の最大の目的だと紹介されたん

だよ 。だから ヒ ューマン ・ リ ンクが関わっている学校では訪問する中学校がど ういう対忚

をして くれているのか、一年間でどれだけ変化したかを数値化させているそ うだ。 」  

「 なるほど 、おもしろい。私たちには無かった発想ですね。でも言われてみれば確かに

その通りだ。 」  

「 そのよ うに考えていく と 、 ど ういう内容であれば、ど ういう配慮をすれば、ど うい う

アプローチをすれば中学校の先生が対忚を変えてくれるのかとい う具体的な方法論も見つ

けやすいらしい。実際、具体的な方法もいくつか紹介されたが、どれも本校ですぐに使え

そ うなノ ウハウばかりだったよ 。 」  

三人の表情を確認しながら中村教頭は話を続けた。  

「 セ ミナーの中では我々にとって耳の痛い話も多かったな 。例えば本校でも取り組んで

きた、共学化や制服変更、学校によれば募集活動のために校舎を新築する と ころまである

らしいが、そ ういった学校は最初の内はいいけれど例外なく二年～三年で評価が以前よ り

も下がってしま う ら しい。 」  

かおるが訝しげに聞いた。  
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「 目新し さが無くなるのはわかり ますが、変更する前よ り も評価が下がる というのはど

う してなんでし ょ う 。 」  

いいと ころに気が付いたね、 といいたげな表情をして中村教頭は言葉を続けた。  

「 その前に制服を変える となぜ受験者が増えるか考えてみよ う 。人間誰しも新しいもの

には注目する 。だから制服を変えたり 、共学化したりすれば、そこには変化があるから注

目する人間が増える 。更にその変化が自分たちにとって好ましいものであれば、好感度が

増す。その結果、受験希望者が増える 。 」  

「 そこまではわかり ます。でもど う して評価が下がってしま うのですか。 」  

「 一つの理由は一年目の生徒にとっては変化であっても ３年目の生徒にとっては変化で

はないとい う こ とだ。 」  

「 なるほど 、三年目の生徒にとっては新しい制服が当たり前の状態になってしま うわけ

ですね。でも 、目新し さがな くなっても以前の制服よ りはいいわけですから 、それだけで

は評価が下がる理由にはなり ませんよね。 」  

「 そ う 。そこで二つ目の理由が出てく るんだが、制服を変えたり 、校舎を新し くする と

受験者が増える 。 これは本校の評価が高まったからなんやろ うか。 」  

「 ど うい う こ とですか？ 」  

「 ヒ ューマン ・ リ ンクが言うには、 これは評価が高まったんやのうて期待値が高まった

だけらしい。 」  

「 期待値 ・ ・ ・ ですか。 」  

「 そ う 。我々は制服が新し くなる と 、その制服が着たくて受験希望者が増える と考えて

いたが、実は制服が変わるこ とによって学校そのものが良くなったんやないかと期待する

生徒が大勢でてく るらしい。だから制服を変えた翌年は期待に胸を膨らませた生徒が大勢

で入学する こ とになる 。が、我々はど うやった？期待に忚えるよ う な準備はしてきたか

な 。 」  

「 そ うか。入学してきた生徒たちを満足させるよ うな準備をしてこなかった学校は結果

と して期待を裏切るこ とになるわけですね。 」  

「 そ う 。そ ういう こ とが三年も続く と ど う なる？入学した生徒の多くが裏切られたと感

じてるわけだ、学校の評価が下がるのは当たり前と言えば当たり前のこ となんだよ 。 」  

「 その当たり前のこ とに気付かず、一時的な成果で私達は喜んでいたわけですね。 」  

「 残念ながらそ ういう こ とになるな。 」  

「 じゃあ 、具体的にはど うすれば良かったんですか。制服は変えないほ うが良かったん

でし ょ うか。 」  

「 いや、そのこ とについてはこ ういう紹介がされてた。期待値の高い生徒を入学させた

場合、その期待に忚えなければ評価が下がる 。 こ こまではいいね。 」  

三人は熱心に耳を傾けて聴いている 。  

「 が、逆に我々が入学する生徒を満足させるために、あるいは生徒の学力を伸ばすため

に一所懸命に工夫していたと して 、すぐに効果が出てく るだろ うか。 」  

中村は全員の顔を見回した。  

「 こ こに二人の生徒がいる 。一人は自分の可能性を高めたいと希望して 、その希望を叶

えてくれそ うな学校に入学した。 も う一人は意欲的でなく 、学校の教育内容に対して何も
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期待していない。 さて、 どちらの生徒の方が力を伸ばしやすいかな。 」  

「 そ り ゃあ 、前向きな生徒の方ですよね。 」 伊藤が自信なさそ うに答えた。  

「 そ うだ。即ち、学校に対して期待値の高い生徒を入学させる という こ とは二つの側面

があるわけだ。期待に忚えるだけの準備を学校側がしていた場合、その生徒はどんどん力

を伸ばして結果と して大きな成果を提供して くれる 。が、期待に忚える準備をしていない

場合、生徒の満足度はどんどん低下し 、数年後には学校の評価そのものが低下する 。 」  

「 諸刃の剣、 というやつですね。 」  

「 だから ヒ ューマン ・ リ ンクではこ ういう説明をしていた。本来は生徒が持っている潜

在的な力を伸ばすための改革から着手すべきである 。が、それらの内部改革が周囲に認知

され、評価向上に結びつく までに時間がかかる 。だから内部の教育改革を進める過程の中

で、期待値の高い生徒を獲得するための取り組みが意味を持つよ うになる 。 」  

 

「 我々はただ漠然と 『生徒を増やすには？ 』 って考えてきたわけだが、 ヒ ューマン ・ リ

ンクの方は魅力的な学校作りが生徒募集活動には不可欠やと言うてた。で、具体的に魅力

的な学校とは何か、 という と ころでは 『生徒の可能性を広げる学校 』 という言葉が繰り返

し紹介されていた。 う ちの学校を選んで入ってきた子供を預かった三年間でどれく らい力

をつけるこ とができるか 『 本校に入学したら こんな風に伸ばしてあげるよ 』 と具体的に言

える学校になれるかが一番大きなポイン トやと紹介されてたんや。 」  

「 とい う こ とは私が前から言っていたこ とは正しかったという こ とにな り ますよね。 」

かおるは誇らしげに言った。  

「 外れてはいなかったっていう こ とだよ 。今の話を聞いていたら 、 まだまだ考えの足り

ない部分がたく さんあるみたいじゃないですか。 」 と伊藤がさえぎった。  

「 まあまあ 、ふたり と も 。 しかし二時間ちょっ とのセ ミナーっていうのはどんなに退屈

するこ とかなんて尐々危惧して行ったんやけどあっ という間やった 。 もっ と時間をかけて

話を聞いてみたいと思ったのは久しぶりやね。 」 中村は伊藤と三枝を落ち着かせるよ うに

話題を変えた。  

「 講師の方と直接話しをする機会はなかったんですか？ 」前田が興味深そ うに尋ねた。  

「 セ ミナーが終わってから講師に質問している人達は何人もいてはり ました 。が、 まあ

今回は初めてやから遠慮し と きました 。 」 中村はにこやかに答えた。  

「 今回とは違うテーマで開催する という案内がきてるんですが、私、行って来てもいい

でし ょ うか？ 」前田は中村に言った。  

「 次のテーマは何なんですか？ 」伊藤が聞いた。  

「 次回は商品力向上セミナーらしいです。 」  

「 げっ 。商品力 ・ ・ ・ ですか。そこの会社は学校を工場か何かと間違えてるんとちゃい

ますか。なんか気に入らんなあ。 」  

「 でもど うい う内容が用意されてるのかは行って見ないとわからないじゃないですか。

私は行ってみよ う と思います。 」  

「 そ うですね、前田先生の耳で実際に聞いて来はった方がいいでし ょ う 。校長には私か

ら話をしておきますよ 。 」 中村はそ う答えながらかおるを見たが、今日のかおるは 『自分

も行く 』 とは主張しなかった。  
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「 と ころで今後もこのメンバーで話し合いの場を持つこ とは可能でし ょ うか。 」 と伊藤

が尋ねた。前田が 「 ど ういう こ とだね。 」 と訝しげに聞いた。  

「 こんなこ とを私のよ う な若造が言うのもなんですが、 この四人が三枝学園の将来を一

番真剣に考えているんじゃないかと思うんです。で、今後も非公式にこ ういう会合が持て

ればいいかな、 と考えたもんですから 。 」 伊藤の問いかけに答えるよ うに中村が言った。 

「 そ うだね。 じゃあ 『三枝学園の未来を考える会 』 という こ とで 『三未会 （ サン ミ カ

イ ） 』 とでもつけてやればいいじゃないか。 」  

「 わかり ました 。今日は結団式ですね。 どこ行きまし ょ うか。 」 伊藤が嬉しそ うに提案

をした。四人と も異論はなく 、その日は大いに盛り上がった。  

 

一ヵ月後、前田教頭はヒ ューマン ・ リ ンク社のセミナーに参加した 。 
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第一章のま とめ 

 

ヒ ューマン ・ リ ンクのオープンセミナー 

 

こ こ数年、学校改革をテーマと したセ ミナーがいくつかの団体で数多く開催されるよ う

にな り ました 。  

学校改革を進めるためには様々な情報やノ ウハウが必要であ り 、そ ういう意味では新し

い気付きを得るこ とができるセ ミナーの増加は喜ばしいこ とである と思います。  

インターネッ トの普及によ り 、わざわざセミナーに参加しな くても有益な情報は得られ

るのではないかという ご意見もあ り ます。確かに情報の量だけで言えば、ネッ ト上に公開

された情報だけでも必要な情報が得られるよ うに感じます。が、実際に膨大な情報の中か

ら自校にとって有益な情報をつかみと るこ とは簡単なこ とではあ り ません。  

数多くの事例の中から 、多くの学校にとって有益かつ実践的な情報を集約し 、エッセン

ス と して提供されるものがセミナーである と考えれば、セ ミナーに参加する価値は今の時

代でも十分にあるのではないかと思います。  

が、一方で企業が主催するセミナーの多くは主催者が保有する商品や教材を販売する こ

とを目的と しており 、純粋にノ ウハウ紹介を目的と したセ ミナーは非常に尐なくなってい

ます。 

それに対し 、 ヒ ューマン ・ リ ンクは一貫して純粋なノ ウハウ紹介を目的と したセ ミナー

を開催しており ます。配布資料の中に支援業務に関する資料は含まれており ますが、セ ミ

ナーの中では学校改革に必要と される ノ ウハウや情報だけを提供しており ます。  

以下、 ヒ ューマン ・ リ ンクのセ ミナーの概要について簡単に紹介させていただきます。  

ヒ ューマン ・ リ ンクでは平成六年から定期的に学校改革をテーマと したセ ミナーを開催

してまいり ました 。  

これはオープン型の有料セ ミナーで、事前に申し込みをしていただければどなたでも参

加していただけます。通常は東京と京都で月に一度ずつ開催し 、他の主要都市 （仙台、名

古屋、大阪、広島、博多 ） でも年に数回開催するよ うにしています。  

平成十五年末までの九年間で開催回数は三二〇回、参加された学校数は実数で七百校、

延べ参加者数も六千人を超えています。  

これまでに開催されたセミナーの種類 （ テーマ数 ）は八十種類以上あ り 、そのいくつか

は文書化し 、同社の書籍と して販売されています。  

参加された方の満足度も高く 、一度参加された方のリ ピート率 （複数回参加される率 ）

が非常に高いこ と も特徴と してあげられます。  

 

学校内セミナー （教員研修会 ）への講師派遣 

 

ヒ ューマン ・ リ ンクではオープン型のセ ミナーだけでなく 、各学校内で開催される教員

研修会への講師派遣も行っています。組織全体の意識改革を必要とする場合などに有効な

方法で、事前に打ち合わせをした上で、その学校の課題に沿った内容で構成を行います。

多い学校は年間三回～四回程度開催し 、改革スピードの向上に役立てておられます。  
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第二章 「 ヒ ューマン ・ リ ンクの経営相談 」  

 

まだまだ残暑が厳しい十月のある日曜日、中村教頭の自宅を前田が訪問していた。  

「 秋はイベン トが多くて大変や。 と ころで私学展ご苦労さん。 ど うやった？ 」中村が言

った。 

「 ええ 、私は初めてやったんで驚きましたが、あんなに差が出るんですね。 『 サエ高は

まいいか～？ 』 なんて言いながら う ちのブースを通り過ぎていく中学生達や見向きもしな

い親御さんが多くて 。座ってたらパンフも出ないんで小田原先生と交代で配り ました 。小

田原先生もちょっ とシ ョ ッ クやったみたいでしたよ 。 」 前田は中村の表情を うかがいなが

ら続けた。 

「 う ちの学校が興味を持たれていないっていうのが実感出来ました。ほかの先生方にも

もっ と行って体感して欲しいですよね。今回は四日間で我々以外で行ったのは小田原先

生 ・横田先生 ・国語科の足立先生でしたが、報告書のよ うなものを提出してもらいまし ょ

うか？ 」  

中村は うなずきながら話した。  

「 そ うやな 、実際この前の説明会でも二〇〇人分の席を用意してたんやけど実際に参加

したのはせいぜい七〇人程度やろ 。小牧校長が 『今年はいろいろ中学校に対してアピール

してきたから手忚えはある！ 』 って言ってたんやけどな 。あれから急遽あと三回ほどは説

明会を開かんと まずいってこ とで日程を調整してるんやが、他の先生方の考えも聞いてみ

たいな。 」  

「 と ころで中村教頭、 この前のセミナーに参加してから私な りにいろいろ考えてみたん

です。あのセミナーは私にとっては衝撃的でした 。そして私学展や説明会の反忚 ・ ・ ・ 残

念ながら とい うか当然というか三枝学園高校の評価が急速に低下している という こ とが実

感できました 。実際、あのセミナーでは思い当たるこ とだらけでしたしね。本校のこ とを

知ってるんじゃないかと感じるこ と もあ り ました 。 」  

前田が話し始めたのを中村が制した。  

「 私も本校はド ラスチッ ク （ 劇的に ） に変革すべき時期にきている と思います。それも

上から下まで教職員が同じ方向を向いて取り組む必要がある 。今まではみんなバラバラや

ったし 、目標があってないよ う なものでした。小牧校長が新し く打ち出した教育理念なん

てあれは概念にしかすぎません。 」  

中村はセミナーで書き溜めた紙の束をめく りながら話した。  

「 そ う なんですよ 。ただ、今はそ ういう意識を持った先生がどれだけいるか ・ ・ ・ 。小

牧校長に同調している教員は尐数でし ょ うが、真剣に学校を改革しよ う という こ とになる

と二の足を踏む先生が多いでし ょ うね。そ ういう先生方は私達のやり方次第ではひょっ と

したら校長派になるかも知れない。 」  

前田は自分のノートに書き込みながら話した。  

「 学校改革っていうのはつま りは組織改革なんやね。学校を変えるための土台がしっか

り してないと結局何も生まれてはこない。 『 生徒を伸ばすために学校はある 』 ってこ とを

我々はもっ と真摯に考えなあかん。そ ういう こ とを疎かにしてきたから 、自分の子供にも

自信を持って勧められんよ うになる 。 」  
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「 自分の子供には自信を持って紹介できる学校にしたいですよね。それじゃあ、明日、

私学展に行った先生方と話をしてみます。 」  

 

翌日、前田教頭は小田原 ・横田 ・足立の三人を会議室へ呼び出した。  

「 この前の私学展ではご苦労様でした。いかがでしたか？ 」  

前田は三人に席を促しながら 、そ う切り出した。  

一番の年長である小田原が先に口を開いた。  

「 正直言いまして驚きました 。あれだけ大勢の生徒や父兄が来ていながら う ちのブース

に座って話を聞こ う とする人がほとんどいない。パンフだけ下さいって人はいましたが

ね。人気のある と ころなんかは長蛇の列なのに。西陣高校なんかは凄かったですよね。勢

いのある学校というのはこ う も違うのかと思いました。あれは最終日が日曜やったからで

すかね？ 」  

横田が伏せ目がちに話した。  

「 Ｐ Ｒ不足とい うかう ちの学校のこ とを良く知らないというか ・ ・ ・ う ちの学校はアピ

ールが下手なんですよ 。 」  

横田は私学展の期間中でも比較的来場者の尐ない日を一人で担当したのだが、ブースに

立ち寄った人がわずか一人でしかもその人に 『商業科には興味あ り ません、普通科の話を

聞かせて欲しい 』 と言われて尐なからずシ ョ ッ クを受けていたのだ。  

この中では一番年若の足立が最後に話し始めた。  

「 私が行っていた日は土曜日でしたから数人は来られましたけど ・ ・ やはり時代の流れ

と言いますか 『英語の授業はネイティブの先生が行うのか？ 』 とか、 『 留学支援はあるの

か？ 』 とい う質問は何回か受けました。あとは進学先ですね。普通科のどれく らいの成績

でどこの大学に行ったのかといった質問もあ り ました 。 」  

メモを と りながら聞いていた前田は三人を見ながら話した。  

「 私も初日に私学展へ行ったんですが、人気校は開始直後からご父兄が駆け込んでく る

よ う な状態でしたね。空き時間に他校のパンフを見ましたが、個人的な感想を言えば、パ

ンフの内容に大差はないと思いました。結局、学校が持つ魅力なんちゃ うかなと感じまし

た 。小田原先生と横田先生はこの前の説明会にも出られましたよね。反忚はど うお感じに

な り ました？ 」  

小田原が口を開いた。  

「 そ うですね、第一希望ではないんだろ うなというのがはっき り伝わって く る とい う

か ・ ・ ・ 説明会の内容そのものよ り も校内を見学したかっただけとい う よ う な印象でした

ね。いじめはないのか？荒れてないのか？を見極めるっていうんでし ょ うかね。 」  

横田が反論した。  

「 そんなこ と もないでし ょ う？コンピュータールームについて興味深く質問してたご父

兄もいはり ましたよ？ 『 コンピューターが触れて覚えられるのが商業科なんや。 』 って納

得されてました。 まあ確かに説明会の雰囲気は ・ ・ でも例年あんなもんでし ょ う？ 」  

「 それでは横田先生、入学希望者については心配ないと思ってよろしいんですね？ 」  

前田は穏やかに横田教諭に問い掛けた。  

「 いや、 ま～それはフタを実際に開けて見なければなんと も言えませんが。説明会はあ
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と何回か開く こ とが決ったんでし ょ？あの日に都合の悪かった人たちもいるでし ょ う し 、

複数回開けば問題ないでし ょ う 。大丈夫なんじゃないでし ょ うかね？ 」 と横田は言った、

そして 「 あのこれく らいでよろしいですか？ちょっ と所用があ り ますので。 」 と席を立っ

た。 

前田の 「構いませんよ 。 」 とい う返事を待って横田は会議室から出て行った。 

「 と ころで小田原先生 『改革委員会 』 ってい うのはど うな り ましたか？ 」  

前田に突然話題を変えられた小田原教諭は小さい声で 「 あれから何も進んでいません 」

と答えた。 

「 え？全く活動してない？ど う してですか？ 」前田が小田原に聞いた。  

「 それはですね、急に持ちかけられたこ とですし 、校長自身もどこまで本気なのかわか

らない状態ですから 。現にあれ以来一回も 『改革委員会 』 なんて言葉聞きませんしね。 」  

小田原は避けてきたこ とを隠すよ うに言い訳をした。  

「 なるほど 、では小田原先生と足立先生には私学展や学校説明会に立ち会われたこ とを

レポートにま とめていただけませんでし ょ うか？初めに申し上げておきますがこれは校長

に渡すためのものではあ り ません、あ く まで私が個人的な資料にしたいと思っているだけ

です。ですから気楽に書いて下さい。では来週中までにお願いします。 」  

前田はそ う言って立ち上がり 、小田原 ・足立両教諭に会釈をした。  

数日たって二人から前田の元へレポートが届けられた。そこには二人の感想と現状など

が書かれてあ り 『 このままでいいのだろ うか？ 』 と疑問を呈する意見も書かれてあった。  

 

学園祭や数回の学校説明会で二学期は慌し く過ぎ、平成九年も師走を迎えていた。学校

では入学願書の受け付けが始まった。  

そんな頃、横田教諭の顔から精気が消え疲労感が目立ち始めた。なにか問題を抱えてい

るらしいと思った前田は横田に声をかけた。  

「 横田先生、顔色悪いですよ？なんか心配事でもあるんですか？ 」横田の席の隣に座

り 、 こ う話し掛けた。  

しかし横田は 「 なんでもあ り ませんよ 。昨夜遅く まで本を読んでたんで寝不足なだけで

す。 」 と席を立って行ってしまった。  

そ うでないこ とは明白なだけに、聞き出せなかった自分のふがいなさが前田には堪え

た。 

程な く して 、横田の抱える悩みごとは前田だけでなく中村や小牧校長も知る こ とにな

る 。 

ある日、意を決したよ うに横田は中村 ・前田教頭に悩み事を打ち明けた 。  

「 実は 1年生に退学希望者がいまして 、ずっと話し合ってきたんですが、 ど うにもな り

ませんでした 。理由がはっき り しないので、学年と しても対忚が難し くて ・ ・ ・ 。 しかも

それが生徒達の噂になって ・ ・ ・ 『 自分も前々から辞めたいと思ってた 』 と言い出す生徒

が数名出てきて 。親御さん達も説得して くれてるんですが 『面白くないから辞めたい 』 の

一点張りで、 ど う したもんかと 。 」 横田はほとほと疲れた様子でこ う話した。  

 

三枝学園は学力面や生活面で問題を抱えている生徒も多く入学して く る 。当然、退学者
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も尐な くはない。多い年は学年全体の５％が退学する という時もある 。生徒が辞めていく

こ とはつらいこ とではあるが、学年主任がこ こまで思い悩むとい うのは何故だろ うか。尐

し不思議に感じながら前田は横田に聞いた。  

 

「 数名って二～三人ってこ とですか？ 」  

横田は力なく首を横に振った。  

「 いいえ 、今話し合っている生徒は十二人、全員が女子生徒です。 」  

「 十二人？ そんなに？ 何故、 もっ と早く相談して くれなかったんだ。 」  

「 具体的な理由があれば私もも う尐し早く手が打てたと思うのですが、全員がなんとな

く学校が面白くないとい う理由なので、担任からきちんと話をすれば大丈夫だと思ってい

ました。 」  

「 本当に具体的な理由とい うのはなかったのか？集団でいじめがあったとかいう こ とは

ないのか。 」 中村が聞いた。  

「 私が聞いている範囲ではそ うい う事実はあ り ませんし 、実際、生徒と面談も重ねてき

ましたが問題があるよ うには感じませんでした。 」  

中村は校長室に電話を掛けた。三人は校長室に移動し 、話の続きをするこ とにした。  

「 で、十二人とい うのは一体誰なんだ？なにが面白くないって？君もど う して生徒から

相談を受けた時にすぐに問題に取り上げなかったんや？職務怠慢やで。 それにしても今の

高校生は甘すぎる 。 これだけいろいろ学校が勉強しやすいよ うに施設や設備を揃えている

のにまだ足らないとい う 。贅沢すぎるんだよ 。その生徒達もど うせ成績が悪いから面白く

ないと言ってるだけなんやろ う？ 」  

小牧校長はイライラを隠すこ とな く言った。  

「 いえ 、 どちらかといえばよ く出来る生徒達なんです。授業態度も真面目ですし素行も

悪くあ り ません。だから親御さん達も困惑されているんです。 」 と小さな声で横田が校長

に言った。 

「 すぐにその生徒達と父兄を呼びなさい。一人が言い出したこ とに妙な同情意識を持っ

てる生徒が増えたってこ とやろ う？本当の仲間意識っていうのはそんなんやないってバ

シ！って言って聞かせなあかん。 」 校長は不愉快そうに声を荒立てた。  

しばら く して横田教諭に十二人の生徒達が連れられ校長室に入ってきた。  

「 君達は退学を希望しているそ うやないか？一体ど う したんや？君等は成績も優秀や

し 、 ク ラス委員をしている子までいるそ うやないか。何があったんや？友達と喧嘩でもし

たんか？まだ一年生で ・ ・ ・ 言いたいこ とがあれば私に話してみなさい。私なら君たちの

考えを聞いて上げられる と思う よ 。 」 校長は表情を繕いながら生徒達に話し掛けた。  

生徒達は皆うつむいたままだったが、互いに顔を見合わせた後 1人の生徒が口火を切っ

た。 

「 私達は別に相談したわけでもないし 、誰かと喧嘩したわけでもあ り ません。私はコン

ピュータのこ とをしっかり勉強したくてこの学校に入学したのに、実際に入学してみたら

コンピュータに触れるのは一週間に一回だけです。二学期も終わったのにコンピュータに

詳し くなったよ うに思えません。中学校の頃のほ うが難しいこ とをしていたよ うに思いま

す。先生方は 『社会に役立つための勉強 』 と言わはり ますが、私には自分が進みたい道と
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いう ものが判らな くなってきました 。 」  

「 まだ九ヶ月ほどで何が判るんや？知識とい うのはそんなに簡単に身に付く ものやな

い。それは尚早という もんや。君達はまだ子供で考えも浅い。一人で勝手に思い込まない

で先生達といろいろ話し合ってもっ と前向きにならないとあかんよ 。 」 小牧校長は生徒を

諭すよ うに言った。  

しばら く話し合いは続いたが、それは話し合いという よ りは小牧校長が一方的に話すば

かりで生徒達からの発言はなかった。  

小牧校長は横田教諭に 「 あんだけ話してやれば、 も う大丈夫やろ う？生徒達も辞めたい

なんて言わへんよ うになってたし 。横田先生の話の仕方が悪かったんやないですか？生徒

を思う教師の気持ちを知ったら辞めるなんて言わないです。 」 と自信たっぷりに語った。  

しかし 、間もな く一人の生徒が全く登校しな くなった。 

このこ とは生徒達に大きな動揺を与え、他に退学を求めていた生徒達も言葉すくなにな

り笑みが消えていった。  

その間、担任はも と よ り教頭の中村や前田が生徒や父兄と話し合ったが、翻意するには

到らず結局十二人のうち 、八人が退学していった。  

小牧校長はその後、一度も彼女ら と面談しよ う とはしなかった。  

結局、その年の退学者は１年生だけで三〇名になり 、学年全体の一〇％を超えた。 

 

そして 、一方では願書受け付けの締切日が迫っていた。 

私学展や説明会の不調が現実のものとなってきた。最終的に受付願書が一〇〇〇通を超

えるこ とはな く 、生徒募集に関わっている教員達の表情は暗かった。  

志願者数は創設以来、最低の水準になった 。 

そんな一月のある日、かおるの実家である三枝理事長のも とに一通の手紙が届いた。  

それは体調不良のため校長の職を辞したいとい う小牧からの辞職願いと診断書であっ

た。 

数日後、三枝学園の校長室では小牧校長と中村教頭、前田教頭、横田教諭、小田原教諭

が集まっていた。  

「 集まってもらったのは他でもないんだが、急なこ とで申し訳ないが、私は辞職をお願

いしたんや。 こ こ数ヶ月体調が思わし くな く ってこの前調べてもろたら 、入院しろって言

われてな。できれば任期を全う したかったんやけど 、医者に急かされ続けてて、やむにや

まれぬ選択なんや。せっかく学校改革が進み始めたと ころなのに申し訳ないが、 ご理解い

ただきたい。 」  

小牧校長は形ばかりに頭を下げた。  

 

その日の午後、久しぶりに 『三未会 』 のメンバーが集まった。  

「 全く とんでもない話だわ。校長が在任半ばにして敵前逃亡なんて！ 」三枝かおるは顔

を真っ赤にしながらいきまいていた。  

「 本当ですよ 、 こんなに志願者も減尐して多数の退学者まで出したとい うのに。責任回

避ですよ 。 」 伊藤も腹立たし さを隠さなかった。  

「 しかし理事長の所には診断書まで送ったそ うやで？案外ほんまに体悪く したんかもし



 - 21 - 

れん。 」 中村がそ う言った。  

「 で、理事長は次の校長をど うするって言ってはった？ 」前田はかおるに尋ねた。 

「 まだ、父とは話をしてないんでなんと も 。でも も しかしたら経営建て直しのためにま

た外部から紹介を受けるつも りかも しれません。 」 かおるは答えた。 

「 それやったら中村教頭を推して くれへんかな？ 」前田は唐突にかおるに持ちかけた。 

これには同席していた中村が一番驚いたが前田は 「 セ ミナー出席後、我々でいろいろ考

え続けたこ とを実行するチャンスです。 」 と中村に言った 。 「 柄やない。 」 と言っていた

中村教頭だったが、かおるや伊藤にも積極的に支持され、ついには 「 理事長から要請があ

れば、前向きに検討する 。 」 と言った。  

かおるは自宅に戻る と実家に電話を掛け、 このこ とを報告した。  

かおるの父である理事長はしばら く考える とだけ返事をして電話を切った。  

二月に入り 、理事長が京都に入り 、理事会が開かれた。体制の抜本的見直し と危惧され

る経営面での建て直しから名門公立高校の校長経験者を招聘する意見も出されたが、最終

的には積極的な学校改革を考える学校内の声、つま り中村教頭を校長にして学校改革を推

進したいとの前田教頭の意見書と中村からの学校再建プランを理事長が支持し三枝学園と

しては久しぶりに生え抜き教員による校長が誕生した 。当面は校長代理という肩書きで就

任し 、平成十年の四月から正式に校長に就任する とい う こ とになった。  

 

三月から校長代理に就いた中村はその月のヒ ューマン ・ リ ンク社のセミナーに参加し

た。 

セ ミナーのテーマは 「学校改革に向けた組織改革の進め方 」 であった。  

前年のセ ミナーに参加した時、中村はアンケート用紙に 「 学校改革の具体的な進め方に

ついて話が聞きたい 」 と書いた。数日後、講師の北山から面談を希望する連絡が入った

が、その時は小牧校長の在任中であったために断っていた 。今回、中村はアンケート用紙

に、はっき り と 「 面談希望 」 と記した 。  

春休みを目前にしたある日の午後、 ヒ ューマン ・ リ ンク社から来訪した北山を校長室で

中村と前田、それに三枝、伊藤の 『三未会 』 メ ンバーが出迎えた。  

「 ヒ ューマン ・ リ ンクの北山でございます。先日はセミナーへのご参加有難う ございま

した 。 」  

しばし雑談をした後、北山との面談は本題に入っていった。  

面談の中で北山は学校の状況、経緯から校長と教頭が感じている課題などについててい

ねいに確認していった。組合の有無や教職員の年齢構成に話が進んだと き 、何か具体的な

提案をして くれるのだろ う と期待していた前田はしびれを切らして口を挟んだ。  

「 で、 ど う なんでし ょ う 。本校を立て直すためにヒ ューマン ・ リ ンク さんではどんなこ

とをして くれはるのですか。 」  

「 今の段階では何と も言えません。いくつか御校に適する と思われるプランはあ り ます

が、それらが本当に良いのかど うか確信が持てる段階ではあ り ませんから 。 も う尐しお待

ちいただけますか。 」 北山はていねいに忚対した。  

北山は一通り質問を終えた後、中村校長と前田教頭に向かって話し始めた。  

「 状況は概ねつかめたよ うに思います。御校の置かれた状況を整理する と次のよ うにな
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る と思います。 」 北山はメモを見ながらホワイ ト ボードに書き始めた。  

① 募集状況は年々悪化する傾向にある 

② 過去の改革はハード面中心に行われてきた 

③ 短期間に校長先生が二回交代された 

④ 改革の必要性を感じている教員も一部存在するが多数派とは言えない 

⑤ 独自性の強い商品と呼べるものはほとんどない 

⑥ 進学実績はほぼ横ばい状態にある 

⑦ 生徒の学力、及び学習意欲を伸ばすために特別な施策を講じておられない 

⑧ 生徒指導に関しては大きな ト ラブルは生じておられない 

⑨ ラ イバル校の一つは学校改革に成功し 、評価そのものを高めつつある 

 

前田は聞きながら 『全てこちらから説明したこ と じゃないか、繰り返し並べ立てたと こ

ろで何の意味があるんだろ う 』 と考えていた。そこに急に北山が声をかけた。  

「 前田先生、今の九点の中でポイン トになるのは何だと思われますか？ 」  

質問をされる とは思っていなかった前田は尐し と まどいながらも答えた。  

「 そ うですね。やっぱり私学と しての魅力がないとい う こ とでし ょ うか。 」  

続けて北山が質問した。  

「 では、御校にとって最も優先すべき課題は入学した生徒を伸ばすために有効なシステ

ムや指導方法の導入だと考えておられるわけですか？ 」  

「 そ うい う こ とにな り ますね。北山さんもセ ミナーで話しておられましたが、私学は生

徒を伸ばせないといけない。私もそ うだと思います。そして残念ながら本校はその部分が

最も遅れている 。だから魅力的な教育手法があれば生徒の満足度も外部からの評価も高ま

るよ うに思いますが、間違っていますか？ 」  

北山は静かに言った。  

「 断言はできませんが、多分間違っている と思います。何故、間違っているかを説明す

る前にいくつか確認をさせてください。以前、セ ミナーでも紹介させていただきました

が、 こ こ数年、私立学校の多くが学校改革、特に教育面での改革に着手しています。が、

成功している事例は驚くほど尐数です。何故だかおわかりにな り ますか？ 」  

視線を向けられた伊藤がつられるよ うに答えた。  

「 頭の固い教員が多いから 、良いアイディアが出てこないのが理由なのでは？ 」  

「 それも理由の一つではあるでし ょ うが、 よ り大きな理由が二点あ り ます。それは 『優

先課題の絞込みと共有化 』 です。 」  

こ こで北山は全員の顔を見た上で言葉を続けた。  

「 以前、セ ミナーで紹介させていただいたよ うに、 これからの私学にとって一過性の改

革は意味があ り ません。例えば、共学化という改革は二年続けて実施するこ とができませ

ん。 これはハード的な改革だけでなく 、教育面での改革においても同じです。英語の指導

であれば毎年、何らかの形で指導方法や指導技術を高めていく こ とが必要になり ます。そ

してそれらの 『継続的な改革 』 を実現していくのは私達のよ うな外部の人間ではなく 、現

場の先生方でなければならないのです。 この時、校長先生が進路指導も学校行事も生徒指

導も教科指導も全て一流校と同じレベルを目指そ う と言ったらど う なるでし ょ うか。後で
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具体的に紹介させていただきますが、実際に改革をする となる と先生方の負担は確実に増

大します。学校改革を真剣に進めよ う とする と膨大なエネルギーを要します。全ての領域

において改革を進める こ とは現実的には不可能です。 」  

北山は尐し間を取った。誰からも質問が出ないこ とを確認して言葉を続けた。  

「 各地で学校改革に成功しておられる私学を見ていただければわかり ますが、それらの

学校の多くは改革テーマを絞り込み、先生方の知恵や時間を一点に集中して活用しておら

れます。更に言えば、先生方が意欲的に取り組める状態を作り出しておられます。 」  

中村校長が大き く頷きながら言った。  

「 とい う こ とは本校のよ うに課題の絞り込みも共有化もできていない学校では、どれだ

け良いノ ウハウを持ってきても使いこなせないし 、継続的な改革に結びつかないと言う事

ですな。 」  

「 そ うです。今の御校に他校で成功した事例やノ ウハウを紹介しても成果は上がらない

と思います。 」 四人の表情を見ながら北山は続けた。  

「 御校にとって今、最も大きい課題は 『優先課題の絞り込みと共有化 』 がなされていな

いこ とにある 、 と私は思います。 」  

尐しの沈黙の後、前田が質問をした。  

「 言われてみればその通りだと言う気がしてきました 。が、 じゃあど うすればいいんで

すか？ど うやって課題を絞り込めばいいんですか。 」  

「 御校のよ う な学校の場合、有効だと思われるプランは三点ほどあ り ます。一つは 『外

部評価調査 』 と言われるものです。 これは御校の関与者に対してアンケートやインタビュ

ーを実施し 、御校が内部、外部の関与者からどのよ うに評価されているのかを客観的なデ

ータで確認する という ものです。例えば、御校に入学して失敗したなと感じている生徒が

大勢いる と します。その生徒達が全員同じ理由で失敗したと感じるこ とはないでし ょ う

が、現実にはかなり偏りが生じる と言われています。 この時、 よ り多くの生徒が失望して

いる理由を明らかにして 、優先課題と して認識しよ う というのが外部評価調査の基本的な

考え方です。調査の対象となるのは本校の在校生、保護者、本校の教職員の方々、近隣の

公立中学校の三年生の生徒、中学校の進路指導教員などです。本校に対する満足度や評価

が全てデータ と して示されますから 、優先度の高い課題が何であるかがどの教職員にも明

確に提示されます。調査の開始から最終的な報告資料の作成まで時間がかかるのが難点で

すが、危機意識の低い教職員に正し く状況認識をしていただき 、足並みの揃わない先生方

に共通の問題意識を持っていただく よ うにするには非常に有効な手段です。 」  

前田が心配そ うな顔で質問をした。  

「 でも今時の中学生や高校生がまじめにアンケートに答えて くれるものでし ょ うか。 う

ちの生徒の中にはかなりいいかげんな生徒がおり ますが 。 」  

「 中にはふざけて回答する生徒も出てきます。が、出てきても全体の数パーセン ト程度

ですね。課題分析にはほとんど支障あ り ません。その点は御校でも問題ないと思います。

外部評価調査については後ほど資料を交えて詳し く紹介させていただきますので、残り二

点について紹介させていただきます。 」  

「 二点目は 『教員全体研修 』 です。 これは学校内で先生方全員に対して二～三時間程度

の研修会を開く ものです。以前、参加していただいたセミナーの校内版と思っていただけ
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ればと思います。校内研修会のメ リ ッ トは費用が安いこ と 、時間の制約が尐ないこ と 、全

教員が同じ内容を共有できるこ とが挙げられます。ただ、一時的に気付きを与えたい時に

は有効ですが、継続したフォローがないと効果が持続しないとい うデメ リ ッ ト もあ り ま

す。何か新しい改革プロジェク ト を全校的にスタート させる時などに有効な手法だと考え

られます。 」  

「 第三の方法は 『中堅教員研修会 』 です。 これは学内の主要組織のリーダー教員を対象

と した研修会で通常は分掌の部長や学年主任、教科主任の方々が対象とな り ます。 」 「 こ

の研修は先ほどの教員研修会とは異なり 、一日六時間の研修を月一回、八ヶ月かけて行い

ます。詳細なプログラム等は別の資料で紹介いたしますが、学校組織で最も必要と されな

がら 、学内の業務経験だけではほとんど培われないリーダー教員と しての技能を修得して

いただくプログラムです。組織の一体化を促進する 、あるいは学校改革に向けた組織風土

を醸成する 、 といった効果もあ り ますが、何よ り も改革に対して前向きで中核とな り う る

教員が増加する という意味では非常に効果のある研修会だと思います。五年～一〇年とい

う スパンで継続的に改革が推進する組織力をつけたい場合などに有効な手法です。が、反

面、長期にわたる研修ですから改革に対する即効性が期待しにくいこ と 、及び費用が高い

といったデメ リ ッ トがあ り ます。 」  

その後、関連する資料を見せながら 、三種類の手法について一通りの説明をした後、北

山は口を閉じた。 しばら く誰も口を開こ う とはしなかったが、沈黙に耐えかねた前田が切

り出した。 

「 で、北山さんはどのプランがよいとお考えですか。全て行う となる と 、費用的にも無

理があるよ うに思うのですが。 」  

「 そ うですね。前田先生はどのプランが最も良いと思われますか。 」  

逆に聞き返された前田は自分自身の考えをま とめるよ うにゆっ く り と話し始めた。  

「 そ うですねえ。全て行えれば一番いいんでし ょ うが、優先項位をつける とすれば全体

研修、調査、 リーダー教員研修とい う項番ですかね。 」  

「 そのよ うに思われたのはど う してでし ょ うか？ 」  

「 う ちの先生方はまだまだ学校改革になじまないよ うに思うんです。 というか改革しよ

う という意識のない方が多いよ うに思います。 」  

前田は確認するよ うに他の先生方の顔を見回した上で言葉を続けた。  

「 そ うい う先生方にいきな り学校改革をしまし ょ う 、 と呼びかけても空回りするだけで

却って足並みが乱れるのではないかと思うんです。だから最初は先生方に 『 このままで本

当にいいのだろ うか 』 『 ど う したら学校が良くなるんだろ うか 』 という気持ちを持たせる

こ とが必要やないかと思うんです。そして我々だけやなく 、意識の高い先生方が 『何とか

しよ う 』 と言い出してから具体的な改革プランの検討に入るこ とができればと 。 」  

周囲の先生方が納得したかのよ うに う なずく中、伊藤が口をはさんだ。  

「 前田先生は一回や二回研修を受けたぐらいでうちの先生方が本当に変わる と思います

か。僕はもっ とがつんと刺激を与えたほ うがええよ うに思うんですけど 。 」  

いぶかしげにかおるは聞いた。 

「 じゃあ 、伊藤先生は何から始めたらいいと思うの？ 」  

「 外部評価調査っていうのは生徒や周囲の評価がそのまま出るんですよね？ 」  
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伊藤は確認するよ うに北山の顔を見た。北山はだまって うなずいた。  

「 じゃあ 、それが一番いいじゃないですか。恥ずかしい話だけれど今のうちの学校で良

い結果がでるわけないんだし 、厳しい現実を突きつけられれば尐しは危機意識が芽生える

んじゃないですか。 」  

前田は渋い顔をしている 。  

誰も意見を言おう と しないこ とを確認して北山は口を開いた。 

「 伊藤先生のご意見は乱暴ですが、正論ではないかと思います。漠然と危機感を抱いて

いる先生は御校にもたく さんおられる と思います。が、実際に改革路線へと足を踏み出す

こ とはなかなかできません。理由は様々ですが、いずれにせよ何らかの具体的なきっかけ

が必要ではないかと思います。多分、御校の先生方が今の状態で研修を受けられても 、

『 そ う なんだよなぁ 。今のままではいけないよなぁ 。 』 という思いを強く されるだけで具

体的なアクシ ョ ンに至る先生は尐ないだろ う と予測されます。それよ りは具体的に御校の

教育活動はこ ういう面において問題がある 、 と示したほ うがよいよ うに思います。そ うい

う意味では外部評価調査をした上で具体的な改革プランを検討する段階で全体研修やリー

ダー研修を同時並行で実施する とい う形がよいのではないかと思います。 」  

 

その後、いくつかの質疑が交わされた。気が付く と三時間が経過していた。最後に北山

が中村校長に確認をした。  

「 では四月から外部評価調査を導入される という こ とでよろしいですか。 」  

「 結構です。但し 、契約書は理事会の承認が得られてから取り交わすとい う こ とにして

ください。 」  

数日後、三枝学園に初めて外部のコンサルタン トの導入が決定された。  
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第二章のま とめ 

 

ヒ ューマン ・ リ ンクの経営相談 

 

人間は誰しも自分のこ とは自分が一番良くわかっている と思いがちです。が、実際は自

分が意識している こ とや願望によ り視野が狭くな り 、客観的に自分の姿を見つめ直すこ と

ができず、結果と して自分の本当の課題に気が付いていないとい う こ とが多くあ り ます。  

これは学校の先生方にも当てはまる こ とが多く 、 ヒ ューマン ・ リ ンクの経営相談を受け

たこ とで自校の課題が明確になったとい う感謝のお言葉を非常に多くの方からいただいて

おり ます。 

 

こ こでは課題を整理するための考え方について尐し紹介したいと思います。  

私達は経営相談をさせていただく際、以下のよ うな手項で進めるよ う にしています。 

 

① 学校の状態を客観的な情報 （数値 ） で確認する 

② どの状態 （数値 ） が優先的な課題であるのかを メンバーと共有化する 

③ 現在の課題を生み出した要因について多段階に分析をする 

④ 中期的 （三年後～五年後 ） にどのよ う な状態を目標とするのかを検討する 

⑤ 課題を解決し 、目標を実現するために必要な施策について検討をする 

 

これら一連の手項を学校の関与者だけで行う こ とができれば良いのでし ょ うが、内部の

人間だけでは冷静に分析を行う こ とや意見を調整するこ とが難し く 、実際には第三者的な

立場の人間が参加した方がスピーディかつ目的的に課題を整理する こ とができます。  

通常、 これらの経営相談は全て無料 （遠隔地の場合、交通費をご負担頂く場合があ り ま

す ） で行われます。 ご要望があれば、同社の担当者が出向いて経営相談を行います。  

本編ではヒ ューマン ・ リ ンクの支援が決定されたケースが描かれていますが、学校内部

の取り組みによる解決策が発見されるこ と も数多くあ り ます。あるいはヒ ューマン ・ リ ン

クが無料で提供している ノ ウハウや情報がそのまま活用できる という事例も尐なくあ り ま

せん。 

現在の自校の課題が何であ り 、 どのよ う な解決策が有効なのかが不明瞭になられている

場合、 ヒ ューマン ・ リ ンクの経営相談は心強い支援になる と思います。 
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第三章 「外部評価調査の実施 」  

 

 

春休みのある日、中村校長は前田教頭、小田原、横田、そして英語科主任の伊藤、進路

指導担当の三枝かおる 、国語科主任の足立を召集した。外部評価プロジェク トのスタート

である 。  

「 お忙しい中、集まって頂いて有難う ございます。今年度の受験も終わり ました 。 ご承

知のよ うに専願受験者数は一一八人で全員が合格し 、現時点では一一五人が入学予定で

す。併願受験者は八二五人、合格者数は八二〇人で、 う ち入学辞退者が現時点で六五二

人、入学予定者は専願と併願を合わせて二八四人とい う結果に終わり ました 。表にするま

でもな く我が校を希望する生徒数は減尐し続けています。私達もいろいろ試行錯誤してや

ってきましたが、私は我が校の認知度や評価がどれく らいなのか、何が評価され、何が評

価されていないのか、実際の声を知った上でしっか り した目標を持つべきだと思いまし

た。そこでかねてよ り先生方にはある会社のセミナーに参加をお願いしてきました 、伊藤

先生、三枝先生、足立先生はまだですね。近々行ってもらおう と考えてます。そのセミナ

ーを主催している ヒ ューマン ・ リ ンク社がこ ういった調査を行っています。 」 中村が出し

た冊子の表紙には 『外部評価調査 』 と書かれてあった。  

「 これを本校でもお願いしよ う と思っています。 この学校がど ういうふうに考えられて

いるのかが数値にしてあらわされます。 こ う した現状をしっかり把握した上で私達は学校

をよ り良く していかなければなり ません。そこでこ こにお集ま りいただいた先生方に “外

部評価プロジェク ト ” のメンバーと して協力いただきたいと思います。 」  

中村校長がそ う言った時に、伊藤と三枝はちらっと横田教諭の方を見たが、横田は異論

を唱えるでもな く じっ と資料を見ながら話を聞いていた。  

中村は北山からアドバイスをもらった時にプロジェ ク トチームの構成メンバーを考えて

みた。横田を外すこ とは中村には出来なかった。横田教諭はこれまで学校改革に対して常

に否定的な立場をとってきた教諭であったが、業務の遂行力に対する評価は高く 、特に年

配教員に対する影響力は無視できないものがあった。彼が今回の改革プロジェク トに対し

て反対の立場をと る と 、後の進行に大きな支障が生じる と考えられた。前田教頭も中村校

長に対して 「横田教諭は本音では学校を良く したいと考えているはずであ り 、 これまでの

反対姿勢は大枝 ・小牧前校長の方針になじまなかっただけだと思う 」 と自分の考えを伝え

た。そこで中村は横田教諭と直接会って話し合いを重ねてきた 。そしてついに中村は横田

を説き伏せた。 

中村は三枝理事長に全て報告してきた。横田を説得したこ とを聞いた理事長は驚いてい

た。 と 、同時に中村の真剣さに喜んでもいた。  

「 中村校長、 これからもよろし くお願いしますよ 。 」 いつにもまして理事長の声には力

がこ もっていた。  

 

数日後、 ヒ ューマン ・ リ ンク社を交えた ミーティングが開催された。  

「 ヒ ューマン ・ リ ンクの北山でございます。 『 外部評価調査 』 を行う手項についてご説

明いたします。それではお手元の資料をご覧下さい。 」  
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一通りの手項について紹介がされた後、質疑忚答に入った。  

真っ先に横田が手を上げた。  

「 だいたい概要はわかり ました 。で、ひとつ質問させて頂きたいんですが、本校は地域

からそれほど高い評価を受けている学校ではあ り ません。そ うい う学校が中学校に面倒な

業務を依頼して本当に協力して くれるんでし ょ うか。 」  

北山が答える前に横田が続けて言った。  

「 それと こ ういう調査をする と 、逆に地域の中学校や保護者から焦っている とか、危な

いんじゃないかとか言われるこ とはあ り ませんか。 もしそ う なったら ヒ ューマン ・ リ ンク

さんはど うやって責任を取って くれるんですか。 」  

「 項番にお答えしたいと思います。 こ ういう調査をした結果、 もし外部からの評価や評

判にマイナスの影響が出たと しても 、弊社で責任を取るこ とはできません。が、尐な く と

も先生が危惧されているよ う な状況になった事例は一件もあ り ません。自分達の学校を良

く していく為に、周囲からの評価に素直に耳を傾けたいという姿勢を見て、プラス評価を

されたケースは数多く見てきましたが、逆のケースは尐なく と も これまではあ り ませんで

した。 もちろん、今後も絶対に無いとい う保証はできませんが。 」  

そこまで話して北山はお茶を飲んだ。そして言葉を続けた。  

「 また 、中学校や塾が協力して くれるかという質問ですが、結論から言えば協力を断ら

れるケースはこれまでにもあ り ました 。具体的にはその学校様が過去に中学校や塾の方々

と非常に悪い関係を作ってこ られたという ケースです。ただ、そ ういう場合でも実際に断

られるケースは全体の一割もあ り ませんから 、一〇校のデータが必要な場合、予備も含め

て リ ス ト を十二～三校作成されれば問題はないと思います。他に質問はございますか？ 

では、実際にど ういう アンケート頄目にするかを検討していきたいと思います。 」  

北山は用意してきた質問用紙を配りながら説明を続けた。  

「 これは弊社が調査をさせていただく際に、ベーシッ クな調査頄目と して使用している

ものです。表現方法や聞き方を変更する こ とは可能ですが、 これらの質問頄目については

御校でも必ず実施していただきたいと考えています。更に今回の調査では御校独自の質問

頄目についても加えていきたいと考えており ます。例えば校外でのマナー意識や進路目標

に対する意欲、家庭での学習時間などはこれを機会に確認しておかれてもいいのではない

かと思います。 と りあえず本日はベーシッ クな質問頄目の内容についてご確認いただき 、

その上で追加調査すべき頄目について意見交換ができればと考えており ます。 」  

その後、北山が会議を リード しながら 、調査頄目と回答用の選択肢について意見交換が

なされた。 

アンケートの頄目に何を入れるかについての意見交換は活発に行われた。最初の内はだ

まって聞いていた横田や足立も次第に積極的に自分の意見を述べるよ うになった。気がつ

けば三時間とい う時間が過ぎていた。  

最後に北山が締めく く った 。  

「 あ りがと う ございました。本日、先生方からいただいたご意見を基に最終的なアンケ

ート案を作成させていただきます。後日、弊社からアンケート用紙と回答用紙のサンプル

を送付させていただきますので、御校で校正をお願いいたします。次回は中学校向けのプ

ランについて打ち合わせをさせていただきます。 よろし くお願いします。 」  
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数日後、在校生、在校生の保護者、本校教職員向けのアンケート用紙と回答用紙が送付

されてきた。  

調査自体は前田教頭の当初の懸念がうそのよ うにスムースに進行した。  

在校生アンケート 、保護者アンケート 、教員アンケートはいずれも予定していた数を回

収し 、 ヒ ューマン ・ リ ンク社に送付された。  

校内の教員に対するインタビューは時間の調整に苦労したが、結果的に予定よ り尐し多

く十五人の教員がインタビューを受けた。 インタビューを担当したのはヒ ューマン ・ リ ン

クの島田とい う青年であった。前田はまだ尐しあどけなさが残る島田を最初に見たと き 、

この青年で本当にインタビューができるのだろ うか、 と不安を感じた。聞く と今年で三十

二歳になる という こ とであった。 インタビューを受ける メンバーは大半が分別のある前向

きな教員であったが、中には今回の企画を面白くないと感じている教員も含まれていた。

もちろん、全員が島田よ り も年輩である 。が、そ う した懸念はインタビューの初日で消え

去った。 インタビューを受けた中の一人、市川教諭 （社会科主任 ） がインタビュー室を出

た後、前田に対して次のよ うに言ってきたのである 。  

「 いやぁ 。面白かったです。 」  

「 面白かった？  インタビューを受けただけだろ う 。何が面白かったんだ？ 」  

「 最初は今年の目標やその達成状況などを聞かれたんですよ 。その時はなんか硬い話題

やなぁ と思ってたんです。が、途中からは学校改革が進まない理由についてとか、今の組

織運営の問題点とか、管理職の方に対する感想やら 、いろいろと聞かれる うちに、私が感

じているこ とを尐しずつ話してたんですが、最後のほ うには自分から こ う した方がいいと

かああした方がいいとか、べらべら と しゃべってたんですよ 。後で問題になっても困るか

ら聞かれたこ とだけ答えよ う と思ってたんですがねぇ 。あれって誘導尋問ってやつですか

ね。 」  

市川教諭はどちらかと言えば寡黙な教員だったはずだ。だからインタビューしても有益

な情報が得られにくいのではないかと懸念していたのだが、杞憂だったよ うだ。前田はこ

のインタビューを通じて ヒ ューマン ・ リ ンクがどのよ う な情報を引き出したのか、尐し楽

しみに感じるよ うになった。  

 

調査対象となる全ての中学校からも快く協力する とい う返答を得ていた。項調にいけば

半月後には中間の報告会が開催される 。調査というのはこんなに簡単に進むのか、 これな

ら心配する こ とは何もなかったな、 と前田は感じていた。確かに調査そのものはスムース

に進行した。が、結果が問題であった。  

 

五月十五日、中間報告会の日がやってきた。  

外は朝から雤が降り続いていた。 この日はプロジェク トのメンバーだけでどのよ う な結

果が出ているのか、ど ういう課題が発見されたのかを聞く とい う話であった。 ヒ ューマ

ン ・ リ ンクの話による と調査で得られたデータは全て揃っているらしい。 ど ういう報告が

されるのか、前田は楽しみにしていた。  

ヒ ューマン ・ リ ンクからは北山と島田が来ていた。学校側は初回のミーティングと同じ

く中村校長、前田教頭、小田原、横田、伊藤、三枝、足立の七人に加え、事務長の井上が
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参加していた。  

全員が席に着く と北山が口を開いた。  

「 本日はお忙しいと ころあ りがと う ございます。お蔭様で先々週の段階で全てのデータ

が揃いました。通常はなかなか予定通りデータが揃わないものなのですが、御校はプロジ

ェク トの先生方のご協力によ り 、尐し早くデータを揃えていただく こ とができました 。あ

りがと う ございました。今からデータをご覧いただく こ とにな り ます。様々なデータをご

覧いただく こ とにな り ます。良い結果もあれば悪い結果もあ り ます。中には不快に思われ

るデータもあろ うかと存じます。が、全て御校に関与する方々から集めたデータです。そ

のこ とを踏まえた うえでご覧いただければと存じます。 」  

 

北山の話を聞きながら 、やけにもったいぶった言い方をするもんだ、 と前田はぼんやり

と考えていた。本校の評価が高くないこ とはわかっているんだから 、 もったいぶらずにさ

っさ と見せてくれればいいのに。それと も横田や小田原がまた何か言い出さないよ うに釘

をさ しているのだろ うか。  

同様のこ とを伊藤も感じていた。彼はとにかくど うい う結果が出ているのか早く知りた

いと思っていた。特に伊藤やかおる と対立関係にある教科や学年でどのよ う な評価結果が

出ているのか （多分非常に悪い結果が出ているに違いない ） を知りたいと思っていた。  

一方、かおるは伊藤とは異なり 、自分が関わっている生徒達の評価が気になっていた。

特に進学指導に関する満足度についてど ういう結果が出ているのかを考える と前日から胃

が痛むよ うな錯覚を覚えた。早く見たいよ う な見たくないよ う な複雑な思いをしながら北

山の話を聞いていた。  

事務長の井上はプロジェク ト メンバーとは全く異なるこ とを考えていた。彼は今回の調

査を実施する こ とに反対していたのである 。井上は元々、地場の中小メーカーで経理業務

を担当していた。が、長引く不況の中、会社が倒産し 、無職となったと ころを知人からの

紹介で事務長補佐と して就職したのである 。その後、事務長が定年で退職された後を受け

て本校の事務長に三年前から就任していた。  

井上はコンサルタン トいう肩書きの人間が嫌いであった。井上が以前勤めていたメーカ

ーも経営が厳し くなった頃から複数のコンサルタン ト会社が出入り していた。が、業績が

良くなるこ とはな く 、倒産間近になる といつの間にか立ち去っていた。井上はヒ ューマ

ン ・ リ ンクの言動におかしいと ころがあれば、 きちんと問い質すこ とが自分の役割だと考

えて参加していた。  

 

メ ンバー全員が異なる思いを秘めながら北山の報告を待っていた。  

「 それでは最初に在校生のデータからご覧いただきます。 」  

北山と島田は用意していた資料を配布した。  

「 各設問に対して 、学年別、男女別、 コース別のデータを用意しました 。各データの中

でポイン トになる部分を中心に紹介をさせていただきます。 」  

伊藤が口をはさんだ。  

「 ポイン トになる部分というのは、具体的にど ういう部分ですか。 」  

北山が尐し慌てたよ うに補足した。  
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「 説明が足りずに申し訳ございません。いくつかあるのですが、異常値が見られる部分

などが対象になり ます。異常値とい うのは属性に忚じて、例えば男女別やコース別で大き

くデータに差が見られる部分のこ とを言います。それ以外にも弊社が過去に調査した結果

と比較して大き く差異が生じている頄目などにも注目します。例えば後で紹介しますが、

制服に関するアンケートでは男子生徒と女子生徒に大きな差異が見られます。進路指導に

関しては男女差もあ り ますが、 コース間で大きな差異が見られました。 ロ イヤ リ ティに関

しては過去の調査結果と比較してかな り大きな差異が見られました。 」  

一息ついてから北山は言葉を続けた。  

「 これらの異常値について、大半の頄目については弊社でも原因を類推する こ とができ

ます。が、中には何が原因で異常値が出ているかがわかりにくいものもあ り ます。例え

ば、満足度についてはあま り差が見られないのに、男女間でロイヤ リ ティデータが大き く

異なる とい う ケースがあ り ます。御校でもそ ういう異常値とみなされるデータがいくつか

見られました。そ ういう場合、その学年で何か生徒のロイヤ リ ティを下げるよ う な事件が

あったのか、あるいは単に担任教員に対する満足度が反映されているのか、 これらはアン

ケートだけでは読み取れません。それらの頄目について先生方が知っておられる情報を加

味して 、正しい背景を知った うえで報告書を作成しないと 、間違った分析や報告書を作成

してしま う こ とがあ り ます。そ うい う こ とを無くすために集まっていただいているわけで

す。それでは在校生のデータからご覧下さい。アンケートの項番とは異なり ますが、 Q二

五のロイヤ リ ティデータから進めていきます。 」  

全員がページをめく り 、 ロ イヤ リ ティデータに目を移した。  

そこには何か異様なデータが記されていた。  

北山が口を開いた。  

「 簡単にデータの見方について紹介させていただきます。以前のミーティングでも紹介

させていただきましたが、弊社ではロイヤ リ ティを調査する際、他者に自信を持って勧め

られるかど うかで判断しています。御校の場合は 

『 あなたは将来、自分の子供や知人に本校のこ とを紹介できますか 』  

という質問をして 

① 自信を持って勧められる 

② 勧める事はできる 

③ あま り勧めたくない 

④ 絶対に勧めたくない 

という四つの選択肢の中から回答を選んでいただく形にしています。 こ こでは学年別、

男女別、 コース別のデータを紹介させていただきました 。更に集計結果の下をご覧下さ

い。下段にロイヤ リ ティ指数という欄があ り ます。 このロイヤ リ ティ指数というのは①と

②の合計人数から③と④の合計人数を引いた数字になり ます。簡単に言えば、本校のこ と

が好きだとい う グループから嫌いだという グループを引く とい う こ とです。当然、プラス

の値が大きければ大きいほど良いとい う こ とにな り ます。 」  

説明を聞きながら前田は目を疑った。 ロ イヤ リ ティ指数の欄にはマイナス四十八％とい

う数字が書かれていた。 （ 次ページ参照 ） そして北山に対して質問をした。  

「 確か以前のお話ではロイヤ リ ティデータの平均はプラスマイナスゼロ く らいだと言う
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こ とではなかったでし ょ うか。 」  

北山は尐し寂しげな表情をしながら 「 そ うです。 」 と答えた。  

「 とい う こ とはこのマイナス四十八％という数字はど ういう風に解釈すればいいのでし

ょ うか。 」  

「 危険水準を大き く踏み越えた状態だと考えられます。通常、私達はマイナス三〇％を

超える状態、具体的に言えば①と②の合計値が三十五％を下回る状態 （三十五％－六十

五％＝マイナス三〇％ ） を危険な状態と しています。御校の場合は①と②の合計値が二十

六％ （③と④の合計値は七十四％ ） しかあ り ません。極めて危険な状態と言えます。 」  

「 このデータで本当に間違いはないのですね。 」  

「 間違いあ り ません。更に言えば特進コースを除く普通科だけで見る とマイナス六十％

近くになっています。 この水準では ・ ・ ・ 。 」  

北山は淡々と した口調で学年別、 コース別のロイヤ リ ティデータについて説明をした

後、口を閉じ 、 メンバーの様子を うかがった。 メンバー全員が言葉を失っていた。全員が

食い入るよ うにデータに視線を落と していた。  

北山はメンバーの視線が上がるのを待ってから説明を続けた。  

「 では次にロイヤ リ ティを低下させている原因について見ていきたいと思います。 」  

北山からの説明による と ロ イヤ リ ティが低下している要因は大き く二点ある とのこ とで

あった。一点目は成功体験を持つ生徒が尐ないこ と 、二点目は教師に対する信頼関係が極

めて希薄である こ とが指摘された。確かにそれらの二点が低いこ とを示すデータはあちら

こちらで散見された。  

前田は今回の調査で良い結果が出る とは考えていなかった。いや、どちらかという と尐

し厳しい結果が出た方が教員の危機意識を呼び覚ますためにはいいのだと考えていた。

が、その結果はあま りにも悪かった。  

中村校長の顔にも尐し動揺が見られた。が、感情を抑えた口調で北山に質問した。  

「 本校の状態が悪いこ とは十分わかり ました 。で、 このよ う な状態から立ち直るこ とは

可能でし ょ うか。 」  

「 厳しい状況であるこ とは間違いあ り ませんが、御校よ り も悪いデータや状況から見事

に立ち直られた学校はたく さんあ り ます。御校の場合も必要な改革プランについてはほと

んど未着手のよ うな状態ですから 、今後の取り組み方によって大き く状況を改善させる こ

とは可能だと思います。 」  

北山の発言に対して横田が食ってかかった。  

「 私達がこれまで取り組んできたこ とは全く意味がなかった、あなた達は学校改革のま

ねごとをしていただけだ、 と言われるのですか。言っちゃ悪いが、私達は教育のプロ と し

てあなたよ り も長く この仕事に就いてきました 。あなたから見れば不十分なのかも知れま

せんが、私達なりに様々な努力もしてきた。それを昨日今日、本校の調査をした人に頭ご

なしに否定されるのは不愉快です。 」  

小田原が後を続けた。  

「 そ うですよ 。本校に入学して く る生徒がど ういう生徒達か知っていますか？自分で言

うのもなんですが、あの子達は最初から学校に対するロイヤ リ ティなんて持っていないん

だから 、低い数値が出るのは当たり前じゃないですか。それを私達、教師に原因があるか
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のよ うな言われ方をするのは納得できませんね。 」  

 

北山はしばら く間を置いてから小田原の方を向き 、質問をした。  

「 小田原先生は何の教科を教えておられましたか。 」  

「 国語ですが。それが何か。 」  

「 例えばの話で恐縮ですが、 こ こに偏差値四〇の生徒と偏差値六〇の生徒がいる と考え

て ください。偏差値水準を五ポイン ト アップさせよ う と した場合、どちらの生徒の方が可

能性が高いと思われますか。 」  

「 そんなこ とが何か関係あるのですか。 」  

「 はい。必ず五ポイン ト あげろと言われた場合、先生ならどちらの生徒を担当されます

か？ 」  

「 私なら四〇の生徒を担当するでし ょ うね。その方が現実的だし 。 」  

「 四〇程度の生徒は理解度も学習意欲も低いから無理だとは考えないのですか。 」  

「 そのレベルの生徒は理解度の問題もあるでし ょ うが、単純に勉強量が尐なすぎるだけ

という生徒がたく さんいます。私達が尐し注意して学習量を増やしてやるだけで４ ５ レベ

ルまで引き上げるこ とは難しいこ とではないと思いますね。 」  

北山は小田原の答えを聞き 、満足そ うに うなずいた。 

更に北山は質問を続けた。  

「 小田原先生がレス ト ランに食事に行かれた場合を考えてください。一万円を出して五

千円程度の内容の食事をした場合と千円を出して三千円程度の内容の食事をした場合、満

足度はどちらが高いと思いますか。 」  

「 それは ・ ・ ・ 千円のほうでし ょ うね。 」  

前田は二人のやり と り を聞いていて北山が言わんと していた事が理解できた とばかりに

口を開いた。  

「 スタート時点での期待値が低ければ満足度を上げるこ とは容易なはずだ、 という こ と

ですね。 」  

「 そ うです。御校の最大の問題は入学時よ り も卒業時のロイヤ リ ティが下がるこ とにあ

るのです。御校に入学して く る生徒は学校に対して多くのものを求めていない。だから努

力もしないし 、成功体験も得られにくい。が、逆に学校に対する期待水準も低いのです。

御校は期待水準の低い生徒達に対しても満足度を与えられていないという こ とです。 」  

「 先ほど小田原先生は生徒の質が問題であって、教師側は自分達なりに十分やれている

と言われました。が、厳しいこ とを言わせて頂ければ、生徒の満足度が低い原因を外部に

求めている間は学校改革も進まないと思います。 これらのデータを自分達の課題と して認

識するか、責任回避の対象と して見るか、御校の改革の可否はそ ういう と ころで決まるの

ではないかと思います。 」  

前田はひとつうなずいてから北山に質問をした。  

「 でも先ほどの話ではそ ういう状態から立ち直った学校もあるわけですね。 」  

「 はい。御校の先生方も機会があればそ ういう学校を視察される と良いと思います。そ

れらの成功校が取り組まれた内容の多くは御校でも導入するこ とが可能なものばかりで

す。今回の報告書の後半で具体的な改革プランについても紹介させて頂くつも りにしてお
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り ます。 」  

伊藤が待ちきれない様子で聞いた。  

「 北山さん、その具体的なプランというのはど ういう ものなんでし ょ うか。今日、その

一部分だけでも紹介していただけるのでし ょ うか。 」  

「 はい。ただ、 まだデータについての確認が済んでいませんから 、一通りデータ部分の

確認を済ませてからにしたいと思いますが、 よろしいでし ょ うか。 」  

 

それから約一時間、北山は今回の調査データ とそれらのデータが意味する内容について

紹介を続けた。横田も小田原も神妙な面持ちで北山の話に耳を傾けていた。  

男女間の差異に関する異常値についても過去のいじめ問題に対する担任教員の対忚ミ ス

や体罰が問題視された教員等、その原因についてほぼ確認がされた。  

最後に北山からまだ試案段階とい う改革プランについて紹介がされた。伊藤やかおるは

それらのプランの妥当性や自校での実現可能性について色々と北山に質問をぶつけた。北

山は参加メンバーの懸念事頄についてていねいに確認し 、答えていった。いつの間にか３

時間が経過していた。最後に北山が辞去の挨拶をした。  

「 それでは本日、私から紹介させていただいた内容と先生方からいただいたご意見を踏

まえて最終報告書を作成させていただきます。報告会は五月三十日の一時から三時までで

よろしかったでし ょ うか。それでは早速、報告書の作成に取り掛かり ますので当日はよろ

し くお願い申し上げます。 」  

 

前田は北山がいなくなった後、残ったメンバーでど ういう意見が交わされるのかを楽し

みにしていた。それと言うのも 、以前、北山から 『改革の中心メンバーがデータを提示さ

れた時、事務的に受け流そ う とするか、それと もデータの中から課題を見いだし 、その解

決方法について納得いく まで話し合おう とするかで改革のスピードが決定される 』 とい う

こ とを聞いていたからである 。  

小田原が 「 それではこれで ・ ・ ・ 。 」 と言って席を立ちかけた時は言いよ うのない失望

感がよぎったが、思わぬと ころから声がかかった。憮然と した表情で北山の話を聞いてい

た横田が帰りかけた小田原に声をかけたのだ。  

「 小田原先生、ちょっ と待ってもらえませんか。 」  

「 何でし ょ う 。 」  

「 私は今回の調査について信用していないわけやないんです。が、 これからこの学校を

変えていこ う という時に部外者に全部仕切られるのも納得できませんねん。確かに厳しい

データを突きつけられたわけですから 、私らな りにど う取り組んでいくかを考えとかなあ

かんのちゃ うかと思うんですわ。あの北山君がどれだけかっこ ういいプランを作ってきて

も我々が動かんかったら結局は改革なんかできひんねんから 。今日はも うかな り遅いから

日を変えてもええけど 、 このメンバーで今後ど う改革プランを進めていくかについて話し

合う時間をとってもええんとちゃ うかと思うんですが。校長いかがでし ょ う 。 」  

前田は嬉し くなって横田の言葉をついだ。  

「 日を変える と言わず、今日やり まし ょ う 。 ど う しても都合がつかない方は仕方あ り ま

せんが、 こ ういうのは間を空けない方がいい。ど うですか先生方。 」  
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その日、 メンバーが学校を出たのは夜の十時過ぎであった。 

途中で議論が堂々巡りをした り 、何を議論しているのかがわからな くなった り 、疲れる

ミーティングではあったが、今日とい う日が一つの転機になる と前田は確信した。 

 

時期を同じ く して 『生徒募集 』 をテーマと したセ ミナーに伊藤 ・ かおる ・足立の三人が

参加した。 

セ ミナー後の中村校長に提出する報告書には全員が 「参考になる話ばかりで、 また参加

したい。 」 と書いてあった。 

報告会までに外堀を埋めておこ う という中村校長の考えは一つずつ着実に前進してい

た。 

新緑の緑が目に眩し く映りだした頃、 ヒ ューマン ・ リ ンクの北山から 『外部評価調査 』

の報告書が送られてきた。  

最初に校長と前田の二人で見る こ とにした。データ部分は以前に目を通しているのでそ

れほどシ ョ ッ クを受けるこ とはなかったが、改めて分析結果を報告書とい う形で紹介され

る と 『 よ く これでやってこれたな 』 と感じさせられる内容であった。  

その後、プロジェク ト メ ンバーの教員にも見てもらい、部分的な修正を ヒ ューマン ・ リ

ンクに依頼し 、最終的な報告資料が完成した。  

報告会は北山からの発案によ り 、三部構成で行う こ とになった。第一部は北山が報告資

料について紹介し 、昼をはさんで第二部では改革テーマに沿って教員全体を八つのグルー

プに分け、分科会を開催する 。更に第三部では各分科会がま とめた改革プランを発表し 、

その内容について北山がコ メン トする という ものであった。  

 

五月三十日、ついに三枝学園の全教員が参加する 『外部評価調査報告会 』 が始まった 。  

北山は流暢に報告資料を読み説いていった。午前中の報告会はほぼ予定通り進められ

た。当初は訳のわからない質問が噴出するのではないかと危惧をしていたが、それらの心

配は杞憂に終わった。  

昼休みをはさんで分科会がスタート した 。  

分科会は 

「 進学指導 （進路指導 ） 」  

「 教科指導 」  

「 生活指導 」  

「 生徒の目標作り （ ホームルーム指導 ） 」  

「 部活 ・課外指導 」  

「 生徒募集 」  

「 教員育成 」  

「 保護者への啓蒙 （育成 ） 」  

という八つのグループで構成されていた。 メンバーは固定されておらず、個々の教員は

どのグループに参加しても良いとい う形でスタート した 。特定のグループに人数が偏るよ

うであれば調整をしよ う と前田は考えていたが、それほど混乱もな く全てのグループに五
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人～八人ほどの教員が参加した。  

どのグループも熱の入った議論が展開されていた。年配者の中には後ろ向きな発言をす

る者もいたが、大半のグループでは前向きな発言が大勢を占めていた。  

中村校長と前田教頭はどのグループにも属さず、北山と三人で手分けをしながら各グル

ープを回り 、 グループの議論をオブザーバーという形で聞く よ うにしていた。  

参加人数が最も多い進学指導のグループでは進路指導部長をさ しおいて 、かおるが熱弁

をふるっていた。  

「 だから今の進路指導では生徒の進路意識が高まらないわけですよね。アンケートの結

果を見れば明らかじゃないですか。上位の学校を目指そ う とい う生徒は学年があがるごと

に減尐しているんですよ 。進路指導は出口を保障するのではなく 、進路に対する意識や意

欲を高めるために存在するのだと説明がされていたじゃないですか。何を変える必要があ

るのかを考えまし ょ う よ 。 」  

誰もかおるの意見に答えよ う と しないのを見て、来年に定年を迎える今井教諭が発言を

した。 

「 そ うは言うけど 、いきな り考えろと言われてもなぁ 。今までだって何も考えていなか

ったわけではないんだし 、そんなに簡単にアイディアが出るよ う なら誰も苦労しないと思

うんだが。それに三枝先生も感じたでし ょ うが、 ヒ ューマン ・ リ ンク さんの報告書にあっ

たプランは本校には合わないよ うに私は思いますね。 」  

「 では今井先生はど ういう代替案を持っておられるのですか。 」  

「 特に代替案とい う ものはあ り ませんが。 」  

「 だから ヒ ューマン ・ リ ンク さんからの提案を検討しなきゃいけないんじゃないです

か。今のままでは本当に取り返しのつかない状態になり ますよ 。私達に代替案があれば別

でし ょ うが、それが無いのであれば提示されているプランをど ういう形であれば導入でき

るかを考えるこ とが必要ではあ り ませんか。 」  

かおるの意見に触発されたのか、若手教員の数人が発言をするよ うになった。  

「 確かにヒ ューマン ・ リ ンク さんの提案はそのままでは難しいが、一年生の高原スクー

ルを使えば似たよ うなこ とはできるんじゃないですか。 」  

「 そ うですね。今の高原スクールは仲間作りだけを目的と していて半分は遊んでるよ う

なものだからプログラムの変更は可能じゃないかな。 」  

「 遊んでる とは失礼な。あれはあれでちゃんと考えたプログラムなんですよ 。 」  

「 でも変更する余地はあ りそ うですね。あと 、二年生の総合学習で職業調査とい うのが

あ り ますよね。あのプログラムを今回提案されたライフプラン作成に置き換える というの

はど うでし ょ う 。 」  

「 でも本当にああいう方法で生徒の意識が高まるものでし ょ うか。 」  

「 だから生徒の意識変化を確認するためのデータやデータを集める方法についても提案

していただいたじゃないですか。 」  

最初は沈滞していたが、一度火がついた議論の輪は急速に広がり始めた。  

その様子を黙って聞いていた前田と中村は満足そうに目を合わせ、進学グループの教室

を出た。北山と話がした くて前田は北山を捜した。北山はあちら こちらのグループから参

加してほしいと声がかけられていた。ある教室から出てきた北山に前田は声をかけた。  
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「 いやぁ 、 こ ういう活発な会議は本当に久しぶりです。今の状況は確かに厳しいものが

あ り ますが、 これならなんとかな りそ うだな、 という気になってきました。あ りがと う ご

ざいました 。 」  

「 そ うですね。ただ、水を差すつも りはあ り ませんが、 こ うい う熱気が持続しない学校

もたく さんあ り ます。実際に組織と しての動き方が具体的に変わるかど うかが鍵になる と

思います。そのあたり を教頭先生にはきちんと指導していただければと思います。 」  

なるほどそ ういう ものか、 と前田は思った。そ う言われてみればまだ何も変わったわけ

ではない、 よ うやく スタート ラ インについただけのこ とだ。 まだまだ甘いな、 しっかり し

ろよ 、 と自分自身に声をかけた。  

分科会は盛況のうちに閉会した。いつもは会議時間が長すぎる と不満ばかり言っている

のに、今日に限ってはどのグループも時間が足りないと不満を言っていた。グループ代表

の発表もしっかり と した考え方が多かった。 ヒ ューマン ・ リ ンクからの提案を う ま く取り

込み、明日からでも実行可能なプランを提示したグループもあった。が、何よ り目を引い

たのは若手中心で構成されていた 「生徒の目標作り 」 をテーマと したグループであった。  

この短時間のミーティングの中で一年生に対する目標作りプロジェク ト と題するプログ

ラムを完成させていた。生徒に記入させるシート事例や年間のホームルームスケジュール

の中でどのよ うに取り組むかまで発表したのである 。  

担任教員の負担は増えるだろ うが、副担任と協力して試験的に一年生から取り組みたい

というプランであった。他のグループは圧倒されながらも発表が終わる頃には全員が拍手

をしていた。  

各グループの発表が終了した後、北山が壇上に立ち一つ一つのグループに対して必要な

アドバイスをした 。  

最後に中村校長があいさつをした。  

中村は北山に対して労をねぎらった後、教員全体に向かって話をした。  

「 今日、私たちはこれまで良かれと思って取り組んできた教育活動の多くを否定されま

した。いや、厳密に言えば否定されたわけではない。 これまで私たちは私たちが行ってき

た教育活動による成果から目をそむけてきた。今日、初めて現状を 、事実を見せられたわ

けです。私たちは二度と これらの事実から目をそむけてはならないと思います。そ うい う

意味で先ほど 、分科会の発表を聞かせていただいて 、私は本当に嬉しかった。外部評価調

査を導入して本当に良かったと感じています。今回の結果に対して誰も逃げよ う と してい

ないし 、目をそむけよ う と していない。尐しでも心配した自分が恥ずかし くなる く らい先

生方は現状に立ち向かおう と している 。そのこ とを嬉し く思います。 」  

中村校長は会場全体を見渡して全員に対して呼びかけるよ うに語った。  

「 ただ、先ほど北山さんが話されたよ うに、 まだ私たちは何もしていないし何かが変わ

ったわけでもない。明日から 、一人一人の先生方の行動がどのよ うに変わっていくかが大

切です。分科会で発表していただいた内容はどれも価値のあるものです。是非具体的な形

にして進めていきたいと思います。先生方にはしばら く苦労をかける こ とになるでし ょ う

が、協力していただきたいと思います。 」  

いつしか会場は拍手に包まれていた。  
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第三章のま とめ 

 

外部評価調査 （学校魅力度調査 ）  

 

最近、私立学校では様々な形で関係する人々の学校に対する評価データをと られるよ う

にな り ました 。皆様の学校でも 、在校生や保護者に対するアンケート 、オープンスクール

に参加された方々に対するアンケートなどを取られているのではないかと思います。教育

活動に対する満足度や生徒の変化を客観的に把握しよ う と されている学校は今では珍しい

存在ではなくなっています。  

自分達の教育活動を客観的なデータで評価 ・分析しよ う という考え方は非常に良いこ と

だと思います。が、世の中にはデータを と り さえすれば分析ができたよ うに錯覚する人が

大勢おられます。そこでこ こではヒ ューマン ・ リ ンクの外部評価システムについて紹介す

る前に、正し く分析を行っていただくための重要ポイン ト を紹介したいと思います。  

 

① データは収集したが何も具体的なアクシ ョ ンが起こらない 

調査活動の目的は課題を発見するこ とではあ り ません。具体的な新しいアクシ ョ ン

プランを構築するこ とにあ り ます。 この点を誤解されている先生は意外と多いよ うに

思います。 これは外部評価のよ うな調査だけでなく 、授業評価や人事評価、模試結果

の分析などでも同じ こ とが言えます。例えば、模擬試験の結果を全く分析していない

とい う学校は尐ないでし ょ うが、分析した結果に基づいて毎回教科指導における新し

いアクシ ョ ンプランを構築している という学校も尐ないのではないでし ょ うか。繰り

返しますが、評価や分析は新しい （ よ り良い ） アクシ ョ ンプランを構築する こ とが一

義的な目的であって、単に自分達の課題を発見するだけで終わったのでは何の意味も

ないのです。データの収集～分析をする際は、必ずアクシ ョ ンプランの変更点につい

て検討してから議論を終えるよ うにする という習慣が必要ではないかと思います。  

 

② データを多層的に分析しないために優先課題を特定できない 

自校の生徒のロイヤ リ ティ （ 愛校心 ） が高いか低いかは単純なアンケートでもわか

り ます。が、例えばロイヤ リ ティが低いとい う結果が出た場合、その原因がどこにあ

るのかはロイヤ リ ティに関するアンケートだけでは判明しません。他のアンケート頄

目の結果と重ね合わせて分析を行う必要があ り ます。 この時、ポイン トになるのが

「仮説の立案 」 です。  

ヒ ューマン ・ リ ンクでは学校の調査を行う際、様々な仮説を立案する こ とから始め

ます。  

「 この学校でロイヤ リ ティの低い生徒が多い場合はどの領域の相関度が高いのか 」  

「 担任教員に対する満足度が低い場合、どの活動に問題がある と考えられるか 」  

「 生徒の学習意欲が低い場合は何に原因があるのか 」  

「 学校生活の中で目標を見つけられない生徒はど うい う共通頄があるのか 」  

このよ う な仮説に基づいてアンケートが構成され、結果的に階層的な分析が可能と

な り ます。単に個々のアンケート頄目を単純に集計しただけでは本当の課題がどこに
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あるのかが明確になり ません。アンケート を作成する際は、最初にどれだけ多くの仮

説を構築できたかが鍵になるのです。  

 

これらの二点に関する誤解は学校だけでなく 、調査を本業とする企業にもよ く見られま

す。高い費用をかけて調査を依頼したにも関わらず、問題点の指摘だけを行い、具体的な

解決策は自分達で考えなさい、 といった報告書を作成する調査会社は世の中にたく さんあ

り ます。 ヒ ューマン ・ リ ンクの調査システムは個々の優先課題に対して必ず具体的なアク

シ ョ ンプランがイ メージできるよ うに報告書を作成しています。  

 

皆様の学校が 

① 教員の危機意識が低く 、改革に対して前向きな姿勢が見られない 

② 教員の危機意識は高いが優先課題の認識がバラバラでま と ま りがない 

③ 自校の優先的な課題は明確だが、解決策について具体的なプランが出てこない 

といった状態にある場合、 ヒ ューマン ・ リ ンクの外部評価システムは非常に有効な解決策

になる と考えます。
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第四章 「 リーダー教員育成プログラム 」  

 

 

外部評価調査の報告会から二週間後、前田は中村校長の部屋でミーティングをしてい

た。 

「 で、 ど うだ。先生方の様子は。 」  

「 そ うですね。いろいろと動き始めてはいますが、 まだ学校全体が変わりつつある とい

う印象ではないですね。 」  

「 やはり北山君から提案されたあれを入れんといかんのかもしれんな。 」  

「 確かに、 タ イ ミ ングと しては今がチャンスですね。先生方も今ならあま り抵抗無く受

け入れるよ うに思います。 」  

「 前田君は リーダー研修会の内容は見たんか？ 」  

「 はぁ 。見ましたが、プログラムだけでは具体的にイ メージしにくいですよね。 ヒ ュー

マン ・ リ ンクの研修会だからそれなりにいいプログラムなんでし ょ うが、費用もそれなり

にしますからね。 」  

「 そ う なんや。そこで実はヒ ューマン ・ リ ンクのリーダー研修会に参加している学校を

いくつか紹介してもろたんやけど 、実際にど ういう効果があったのかを聞いてきて くれへ

んやろか。 」  

「 えっ 、実際に参加してる学校を紹介して くれたんですか。 」  

「 うん 。北山君も言う とったけどプログラムにはかなり自信を持ってるみたいやな。 さ

すがに京都市内の学校は紹介して くれんかったが、近県でいける と ころをいくつか紹介し

て くれたんや。北山君の名前を出したら校長先生や実際に参加した先生方の話を聞かせて

くれるそ うや。 ど うや、行って くれるか。 」  

「 わかり ました 。私も実際に参加した先生がど ういう感想を持っているのか関心があ り

ますから 、行ってきます。 」  

 

二日後、前田は紹介された名古屋市内にある三つ葉学園女子高校を訪問した。  

前田自身はこの学校のこ とはほとんど知らなかったので、訪問前に情報収集を試みてい

た。が、職員室の中で三つ葉学園高校のこ とを知っている教員はほとんどいなかった。唯

一、名古屋出身の木下という若い教員がいたので話を聞いてみた。する と  

・ 三つ葉学園女子高校は名古屋市内の受け皿校の中でも最下層のレベルである 

・ 本校よ り もレベルが低いと考えられるので、訪問しても参考にはならない 

・ 自分に子供がいれば絶対に行かせたくない学校の一つである 

といった答えが返ってきた。  

訪問前に出鼻を く じかれた格好ではあったが、研修内容について聞きに行くのであっ

て 、学校のこ とを聞きに行くわけではないのだと自分に言い聞かせて訪問をする こ とにし

た 。 

三つ葉学園女子高校は名古屋駅から私鉄に乗り換えて十分程度の沿線駅の近くにあっ

た。 

校内に入り 、受付の前に行く と事務の女性がすぐに声をかけてきた。  
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学校名を告げる と 「 前田様でございますね、お待ちしており ました 。 ご案内いたしま

す。 」 とにこやかな表情で告げられた。  

学校のレベルはと もかく 、受付の忚対はうちよ り もいいじゃないか、 と前田は思った。  

校長室では校長、教頭、進路指導部長の今村の三人が前田を出迎えた。一通りのあいさ

つをすませた後、前田は尐し恐縮しながら本題に入った。 

「 実は本校は今年度から ヒ ューマン ・ リ ンク さんに入っていただいて色々とご指導いた

だいているのですが、今後の進め方について検討するために、以前、 ヒ ューマン ・ リ ンク

さんの研修に参加されたこ とのある御校のお話を伺う こ とができればと考えて参らせてい

ただきました 。 」  

「 今はど ういう内容について手伝っていただいているのですか？ 」  

「 先日まで外部評価調査をしていただいており ました 。 」  

「 結果はいかがでした？ 」  

「 いやぁ 、かな り厳しい結果が出ました。 」  

「 そ うですか。実は本校も五年ほど前に外部評価調査を導入したんですよ 。 」  

「 えっ 、そ う なんですか。 」  

「 私共の学校もかな り厳しい結果が出ました。ある程度予想はしており ましたが、それ

でも具体的なデータで示される と厳しいものですからね。当時は上から下まで結構落ち込

んだものです。 」  

「 今はど う なんですか。 」  

「 おかげさまで今はかなり学校改革が進展しているのではないかと思います。受験者も

六年前から比べる と二倍以上にはなっていますからね。 」  

「 二倍ですか。それはすごいですね。 ど うやったらそんなに増やすこ とができたのです

か？ 」  

「 直接的な要因は進学実績があがったこ と と募集活動の質が高まったこ とでし ょ うか。

今村君、進学実績がどのく らい高まったかを説明してあげてくれませんか。 」  

「 はい、本校はいわゆる進学校ではあ り ませんでしたので、六年前の卒業生の中で四年

制大学に進学した生徒は三二〇人中、十六人、すなわち五％でした。 もちろん、国公立に

進学する生徒はおり ませんし 、センター試験を受ける者もおり ませんでした。 それが今年

の卒業生は三〇八人中、四年制大学の進学者は一二六人、延べの合格数は一八〇校になり

ました 。国公立に進学した生徒も今年は十人を超えました。 」  

「 すごいじゃないですか。そんなド ラマのよ う なこ とが本当にあるんですね。 」  

「 今の状態に満足しているわけではあ り ませんが、六年前の状態を振り返る と よ くやっ

てきたなと思いますね。実はこ こにいる教頭も今村君も ヒ ューマン ・ リ ンクのリーダー研

修を受けているんですよ 。 」  

「 教頭先生も 、ですか。 」  

「 ええ 、 あの研修は今でもはっき り と覚えていますよ 。私を含めた五人が一期生で今村

君を始めとする若手グループが二期生という形で受講しました 。 」  

「 で、研修を受けて本当に役に立ちましたか？ 」  

「 そ うですね。全部で八回も研修を受ける と聞いたと きは 『 そんな暇があったら生徒指

導か進路指導をした方がいいんじゃないか 』 と考えたこ と もあ り ました 。特に私達一期生
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は当時の管理職にかなり反発していましたから 、研修をするのなら管理職が受ければいい

じゃないか、 と思ってました。でも途中からかな り考え方が変わり ましたね。 」  

「 ど うい う風に変わられたのですか。 」  

「 結局は自分達で学校を良く しないといけないんだという こ とに気がついたという こ と

でし ょ うか。管理職と反発していても学校はどんどん悪くなるだけでしたし 、良くなる と

い う希望もほとんど持てない状態でしたから 。外部評価調査をして何が課題であるかは見

えてきましたが実際に新しい行動をしなければ何も変わらないし 、行動ができるのは私達

だけなんだと考えるよ うになったとい うか。 」  

「 実は本校も似たよ う な状態にあ り ます。調査結果の報告会があった日はみんな熱心に

討論をしていましたが、だんだん日々の忙しさの中で元に戻りつつあるよ う な感じで

す。 」  

「 も しそ うい う風に先生が感じておられるのであれば、何か手を打つ必要はあるでし ょ

うね。私はヒ ューマン ・ リ ンクの研修会はいい機会になる と思いますよ 。 」  

「 具体的にはど ういう内容なのですか。 」  

「 内容ですか。そ うですね。今村君説明してあげて。 」  

「 教頭先生、 も う忘れたんですか？ 」  

「 いや忘れたわけやないが君の方が最近受けたばかりだし 。 」  

「 わかり ました 。 」  

今村は苦笑いをする教頭を横目に前田のほうに向き直る と説明を始めた。  

「 前田先生は研修会のプログラムとかご覧になられていますか？ 」  

「 はい、一通り見ましたがプログラムだけではよ くわからな くて 。 」  

「 そ うかも知れませんね。では私なりに理解している範囲で説明させて頂きます。 」  

「 実は私はあの研修プログラムは大き く四つのテーマに分かれている と思います。項番

に言う と 

① 参加者にリーダー教員と しての自覚を持たせるためのプログラム 

② 数値的な目標、即ちゴールイ メージを立案できるよ うにするためのプログラム 

③ ヒ ューマンスキルを修得し 、組織を効果的に動かせるよ うにするためのプログラム 

④ 学校改革を実現するための具体的な年間活動計画を策定するためのプログラム 

の四つです。 これらの四つは学校改革を進めていくためには絶対に欠かせないものばかり

ですが、実際の学校社会の中では学ぶ機会がほとんどないものばかりですね。 」  

「 で、今村先生ご自身は行動とか、その何か変わり ましたか？ 」  

「 ど うでし ょ う 。本当に変わったかど うかは校長先生や周囲の先生方に確認しないとわ

からないでし ょ うが、私自身はかなり変わったのではないかと思っています。例えば、何

か行動する と きは必ずその目的や具体的な目標は何かを意識するよ うにな り ました。 ヒ ュ

ーマン ・ リ ンクの研修会では嫌と言うほどゴールイ メージとい う言葉がでてきましたから

ね。今では学内でゴールイ メージとい う言葉は完全に公用語になっていますよ 。 」  

「 これは今年、五教科の教科主任が作った年間活動計画ですが、かな り具体的な目標を

掲げて取り組んでくれています。ただ目標を設定しただけでな く 、毎月進捗状況を確認し

て報告をして くれるので、計画通りに進まないと ころがあっても早めに手が打てるよ うに

な り ました 。 まだまだ全体に浸透しているわけではあ り ませんが、目標を実現する とい う
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当たり前のこ とが当たり前のよ うに行えるよ うになったこ とは大きな変化ではないかと思

います。 」  

前田は提示された資料を見て素直に驚いた。本当に研修を受けるだけで教員がこ うい う

こ とをできるよ うになるのだろ うか。前田は聞いた。  

「 外部評価調査ではそこまで実現しなかったものが、研修を受けるだけで本当に変わる

のでし ょ うか。 」  

「 そ うですね。外部評価調査だけで先生方の行動が変われば一番良いのでし ょ うか、本

校の場合はそれだけでは足りなかったのでし ょ うね。 」  

今村が後を続けた。  

「 私が思うに、外部評価調査は先生方に改革のための方向性や改革テーマの優先項位を

指し示すこ とを目的と しているのではないでし ょ うか。 もちろん、具体的な改革プランも

提示して くれていますが、私達の技量というか対忚力を高めてくれるわけではあ り ません

から 、 どれだけいいプランが提示されても私達のほ うにそれを消化する力が無ければ絵に

描いた餅になってしま う 。先生方の力量が高い学校はそれだけでも改革が進展するのでし

ょ うが、私達のよ うな学校では改革を実践するための力量を高める必要があるのでこのよ

う な研修が用意されているよ うに思います。 」  

「 なるほど 、そ ういう ものかも知れませんね。でもそれだったら最初から研修をして く

れれば良さそ うなものですが。 」  

この質問には教頭が答えた。  

「 いや、多分私達の学校で外部評価調査をやる前にリーダー研修の提案があっても一蹴

していたんじゃないかと思います。ある程度まで危機意識が高まっていたから研修会にも

前向きに参加できたし 、研修で学んだこ とを実践する場面も多かったよ うに思います。御

校の先生はど うですか。忙しい思いをしている中、研修とかに積極的に出て尐しでも良い

教育をしよ う と しておられますか。 」  

「 いや、そ う言われる と 、それができていないから 、 こちらにこ させて頂いているわけ

ですから 。 」  

「 そ うですよね。今のままでは良くないと思いながらも行動に移せる人間はそれほど多

くないと思います。でも 、 こ ういう研修があるよ 、 と背中を押してもらえれば参加できる

という部分もあるのではないかと思います。 」  

 

その後、前田は研修会の内容だけでなく 、実際に三つ葉学園女子高校がどのよ う な改革

を実践してきたのか、具体的にどのよ う な成果が出ているのかを聞き 、可能な範囲で資料

をもらって帰った。  

翌日、前田は早速、校長室に出向いて報告をした。校長は報告を聞いた後、プロジェク

トのメンバーを放課後招集し 、 も う一度同じ話をするよ うに指示をした。  

メ ンバーの反忚は様々であったが基本的には全員が研修に参加したいと表明した。  

最終的に校長が参加者を調整し 、一期生と して研修に参加する五人が決定されたのは第

一講がスタートする一週間前のこ とであった。  

 

研修初日、指定された会場に着いた前田は他の四人のメンバーを探した。  
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伊藤は既に会場の中で静かに本を読んでいた。彼らしいなと思いながら前田は声をかけ

た。 

「 伊藤君、おはよ う 。 」  

前田に気がついた伊藤は驚いたよ うに返事をした。  

「 おはよ う ございます。えら く早く来られましたね。 」  

「 早いのはお互い様や。他のメンバーはまだ来てないのか？ 」  

「 ええ 。でもまぁ 、遅刻はせんでし ょ う 。 」  

「 だといいが、尐し心配ではあるな。 」  

「 と ころでこの研修会にはど うい う学校が参加してるんですか。 」  

「 なんや、受付する と きに見んかったんか。 」  

「 ええ 、なんかじろじろ見たらいかんかな、 と思いまして 。 」  

「 大阪の道頓堀商業と神戸の異人館高校、それに広島から百島高校が来るみたいや

な。 」  

「 広島から も参加してるんですか。すごいですね。 どんな先生が来るんでし ょ う 。なん

か楽しみですよね。 」  

「 遊びに来てるんとちゃ うんやから 、 しっかり研修は受けてくれんといかんで。 」  

そ う こ う している内に参加者が集ま り始めた。  

開始時間の五分前には全員が着席をしていた。  

開始時刻になる と研修担当者の上村があいさつを始めた。上村は見たと ころ三十代半ば

といった年代のよ うに見えた。前田はてっき り北山が講師をするものだと思い込んでいた

ので尐しがっかり した 。が、研修が始まる とそんなこ とを考えている余裕はなくなってい

った。 

最初に参加者が一人ずつ自己紹介を行い、次に参加校がお互いの学校を紹介する こ とに

なった。学校紹介は代表者がすればよいという こ とであったが、講師から注釈がついた。  

「 自分達の学校をきちんとアピールして ください。単なる学校紹介をする必要はあ り ま

せん。他校の先生方が僕たちもあの学校で教壇に立ちたい、 と思わせるこ とができればＯ

Ｋです。持ち時間は五分以内でお願いします。 」  

最年長ではなかったが、教頭とい う立場でもあるので、前田が学校アピールを行った。

が、途中から何を話しているのかわからな くなった。控えめに見ても学校アピールをした

とは言えない出来栄えであった。  

上村は全員の自己紹介と学校アピールが済んでから次のよ うなコ メン ト をした。  

「 あ りがと う ございました。色々と楽しい自己紹介を聞かせていただきました 。 これか

ら先生方と一緒に研修をさせて頂く こ とが楽しみになり ました 。 」  

「 が 、 この自己紹介の主旨をきちんと理解しておられた先生は非常に尐なかったよ うに

思います。 」  

上村はそ う言ってから全員の顔を見回した。全員、何を言われているのかよ くわからな

い、 といった顔つきで聞いていた。  

「 今回の研修では非常に多くのこ とを学んでいただく こ とにな り ます。 もちろん、その

全てが先生方にとって必要な知識、技術であるかど うかはわかり ません。が、 これから学

校改革を担当していかれる先生方にとっては重要だと考えられているものを非常に多く紹
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介させていただく こ とにな り ます。ただ、 どのよ うな知識、技術も先生方がそれを受け止

めよ う と しておられなければほとんど残り ません。そこで尐し質問ですが、三枝学園の伊

藤先生、 よろしいですか。 」  

「 は、はい。 」  

伊藤は突然、指名されて尐し上ずった声で返事をした。  

「 伊藤先生は学校教育と社会人研修の違いがどこにあるかわかり ますか。 」  

「 学校教育と社会人研修 ・ ・ ・ ですか。 」  

「 そ うです。 」  

伊藤は尐し考えたがわからないので降参をした。  

「 すみません。わかり ません。 」  

上村は答えられないこ とを予測していたのか、にっこ り笑いながら続けた。  

「 子供達が学校で受ける教育は当該教科における知識、情報の定着を目的と していま

す。ですから簡単に言えば所定の問題が解ければ一定の教育を受けたこ とにな り ます。

が、社会人が受ける研修は知識、情報の定着を目的と していません。行動の変革を目的と

しています。 どれだけ素晴らしい話を聞き 、知識や見聞が広がったと してもそれだけでは

何も生み出しません。即ち、研修を受けられる前と受けた後を比較して先生方の行動が具

体的に変わった部分だけ研修を受けたこ とになるわけです。 」  

話を聞きながら前田はなるほど と思った。確かにどれだけいい研修を受けたと しても実

践が伴わなければ成果は出ないだろ う 。成果が出なければ研修を受けても受けなくても同

じ こ とだ。成果を出すためには行動を変える必要がある 。そ うい う意味で生徒が学習して

いるこ と と我々が研修を受ける とい う こ とは似て非なるこ となのだ。 このこ とはしっかり

意識しておく必要があるな、 と考えた。  

でもそのこ と と自己紹介の内容とど ういう関係があるのだろ う 。講師の上村は次に何を

話すのだろ う 。  

「 伊藤先生は新しい知識や情報を記憶する こ と と 、ご自身の行動パターンを変えるこ と

のどちらが難しいと思いますか。 」  

「 どちら も僕にとっては難しいと思いますが。 」  

「 では尐し肥満体型の方がダイエッ トの本を読むこ と と毎日慣れないウォーキングを行

う こ とを比べた場合、どちらが難しいと思いますか。 」  

「 それはウォーキングを毎日続けるこ とですね。 」  

上村は全体を見回しながら尐し間をおいた。  

「 私もそ うだと思います。でもダイエッ ト をしたいと考えている人が、何故、 ウォーキ

ングは続けてできないのでし ょ う 。 」  

伊藤は尐し考えてから答えた。  

「 気持ちだけでは続かないとい う こ とでし ょ うね。強靭な意志や明確な目標がないとそ

ういう努力は継続できないという こ とだと思います。 」  

上村は嬉しそ うににっこ り と微笑んだ。  

「 そ うです。先ほど研修に参加した以上は行動を変えなければいけないと言いました

が、実は行動を変える という こ とはものすご く大変なこ となんです。 」  

上村は全員に目を向けて続けた。  



 - 46 - 

「 私は先生方に自己紹介をする際のルールについて説明しましたよね。自分のこ とを強

く印象付ける こ と 、研修に参加する現在の気持ちを伝えるこ と 、 この２点を意識してほし

いとお願いしました 。 ご自身のこ とを強く印象付ける部分については多くの先生方が成功

しておられました。非常に興味深く聞かせていただきました。が、 この研修に参加する気

持ちのと ころでは非常に残念な気持ちになり ました 。 さすがに研修に来たくなかった、 と

い う意見はあ り ませんでしたが、ご自身の課題や目標について紹介された先生は二十人

中、二人だけでした。 」  

上村は尐し間をおいて続けた。  

「 こ こに来られている先生方は学校改革の中心になるべき方ばかりである と伺っていま

す。皆さんが学校改革に対して後ろ向きな方である とは思いません。が、後ろ向きではな

いという こ と と前向きに取り組むとい う こ とは全く別ものです。何度も言いますが行動を

変える とい う こ とは強い意志が必要になり ます。そ ういう ものを感じ させて くれる先生方

が尐し予想よ り尐なかったので残念な気がしたのです。 」  

 

よ うやく前田には上村が言わんとする と ころが理解できた。なかなか厳しい。オープニ

ングの自己紹介は単なるセレモニーだと考えていた前田は尐し反省をした。 あの上村とい

う講師も結構骨があ りそ うだ。  

 

自己紹介が終了する と早速最初の講義が始まった。午前中は講義と演習であったが、 ２

時間という時間があっという間に過ぎ去った。  

 

昼食時、前田たち三枝学園の五人は研修会場の近くにある和食レス ト ランで食事をして

いた。席に着くな り前田が声をかけた。  

「 ど うや、初回の印象は。 」  

伊藤が最初に返事をした。  

「 まだ半分もすんでませんが、結構疲れましたね。 」  

かおるが口をはさんだ。  

「 そ う？  私は結構面白かったわよ 。 」  

「 ど うせ僕が土山さんに質問されて答えられないのを見て面白がってただけでし ょ

う 。 」  

「 そ うね。確かにそれも面白かったけど最初の講義も面白かったじゃない。だめな私学

の事例のと ころは三枝学園のこ とを言われているよ う な気がしたわ。 」  

前田がかおるの方を向きながら聞いた。  

「 セルフチェッ クはう ま くできたかい。 」  

「 ええ 。私は控えめですから誰かさんみたいにＡばかりつけたりはしませんでした

が。 」  

伊藤が憤慨したよ うに反論した。  

「 僕だってＡばかりつけていたわけじゃないさ 。君よ りは謙虚につけたつも りだよ 。 」  

「 じゃあ見せてみなさいよ 。私が客観的にチェッ ク してあげるから 。 」  

前田が ２人のやり と り を聞きながら口をはさんだ。  
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「 まあまあ 、二人の仲が良いこ とはわかったからその位にして くれんか。 」  

そして尐し真面目な顔をして四人に質問をした。  

「 で、具体的にど ういう部分が印象に残ったかな。役に立つと感じたものでもいい。あ

れば一人ずつ聞かせてくれないか。 」  

最初に口を開いたのはかおるであった。  

「 私が参考になったのは 『拙速は巧遅に勝る 』 と 『阻害要因は内に求めよ 』 の二点です

ね。私もそ うですが、本校では耳の痛い先生が山ほどいそ うですよね。 」  

伊藤が続けた。  

「 確かにその二点は参考になり ましたね。それと僕は尐子化とい う環境に対する考え方

が尐し変わり ましたね。景気の悪さ と尐子化は関係が無い。三十年先のこ とはわからない

けれど 、尐な く と も十五年は尐子化が続く 、そのこ とは現実のこ と と して受け入れないと

いけない。だから学校改革は大変なこ とではあるけれども避けては通れない。そ ういう こ

とを改めて感じました 。 」  

その後、参加メンバーで話をしている とあっという間に昼休みの時間は終了した。  

午後からはケーススタディを中心と した講義であった。他校の先生とグループを組み、

ケーススタディの課題を議論する こ とはけっこ う楽し く 、気がつく と終了時刻の五時にな

っていた。 

研修会場を出た後、かおるが皆を誘った。  

「 先生、 この後、何か予定あ り ます？  なかったら尐しお茶でも飲んでいきません

か。 」  

前田が同意するよ うに続けた。  

「 そ うだな 。急いでいる人は強制しないが、一回目の感想も聞いてみたいし 、我々の学

校で何か活かせる部分がなかったかど うか、みんなの意見も聞いてみたいんだが、 ど うだ

ろ う 。 」  

子供との約束がある という杉田先生を除いた四人が近くの喫茶店に入り 、研修に対する

感想やコ メン ト を出し合った。前田自身は研修を受けてそれなりに面白く 、新しい気付き

もあ り 、役に立ったと感じていたのだが、他の先生がど ういう受け止め方をしていたのか

が気になっていたのである 。以前、学内で講師を招いた研修を数回していたのだが、その

度に 『 くだらない研修に私達の時間とお金を浪費しないで下さい 』 といったアンケートや

苦情がたく さん寄せられていたからである 。特にかおるはその手の批判の急先鋒に立って

いたので彼女がど ういう反忚をするか、尐し心配していたのである 。が、心配は杞憂であ

ったよ うだ。先はど うなるかわからないが、今は受講生全員が前向きな気持ちになって く

れている 。 これが学校改革にとってマイナスになるわけがない。受講生であ り引率者でも

ある前田と しては尐しほっとする思いであった。  

 

研修を受けた翌週、受講メンバー全員が受講レポート を提出した。校長も受講レポート

を見て安心をしたらし く 、 「 良いと感じたこ とはどんどん組織の中で活かすよ うに 」 と前

田に伝えた。  
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第四章のま とめ 

 

リーダー教員 （中堅教員 ）育成プログラム 

 

ヒ ューマン ・ リ ンクでは以下のよ うな研修システムを提供しています。  

 

① 中堅教員 （ リーダー教員 ）育成研修 

② 管理職教員育成研修 

③ 新任 ・若手教員育成研修 

④ 事務長 ・事務職員育成研修 

⑤ 生徒募集担当者スキルアップ研修 

 

これらの研修会の中でこれまで最も多くの受講生を輩出している研修会が中堅教員研修

です。受講生が多い理由は、 この研修に参加された学校の多くが リ ピーターという形で毎

年受講生を送り出されるよ うになるからです。  

これまでにも紹介をさせていただいたよ うに、尐子化社会の中では恒常的に学校改革を

進めていく必要があ り ます。が、学校の先生方は組織力を活用して成果を高めていく とい

う手法について勉強をされるこ とがほとんどあ り ませんでした 。結果と して我流の組織運

営 （ マネジメン ト ） を行う リーダー教員が多数生まれ、組織のあちらこちらで軋轢や問題

を生じ させるこ とにな り ます。  

組織力を活用して成果を高めていく とい う こ とについて、企業組織は百年以上も研究を

重ねてきました 。その中で組織のリーダーが保有すべき技術についても確立されつつある

ものが非常に多くあ り ます。 ヒ ューマン ・ リ ンクの研修ではそれらの技術や考え方を徹底

的に鍛えるべくプログラムが組まれています。本文中でも紹介されていたよ うに、プログ

ラムは大き く以下の四つのプログラムから構成されています。  

 

・ 参加者にリーダー教員と しての自覚を持たせるためのプログラム 

・ 数値的な目標、即ちゴールイ メージを立案できるよ うにするためのプログラム 

・ ヒ ューマンスキルを修得し 、組織を効果的に動かせるよ うにするためのプログラム 

・ 学校改革を実現するための具体的な年間活動計画を策定するためのプログラム 

 

毎回、講義とケーススタディを繰り返すこ とで、単に知識が増えただけでなく 、実際に

組織運営面におけるスキルアップが実現するよ うにプログラムが考えられています。  

更に平成十六年度よ りプログラムが大き く改正され、改革プランの構築スキルを高める

ための講座が飛躍的に増えました。それまでは具体的 （数量的 ） な目標設定のスキル向上

に時間をかけており ましたが、 これからは目標を設定するだけでなく 、解決策を具体的に

設計できるかど うかを問う ものにしました 。 ヒ ューマン ・ リ ンクの中堅教員研修会は時代

の流れの中で常に最適な育成プログラムであ り続けよ う と努力しています。  
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第五章 「生徒募集改革 」  

 

 

中堅教員研修の第二講を目前にした七月第二週の金曜日、校長は前田教頭を呼んだ。前

田が校長室に入る と 、校長は尐し険しい顔をしている 。心当たりはあったが、前田がだま

っている と校長が新聞を広げて見せた。  

「 これ見たか。 」  

校長が指さ した紙面にはライバル校の１つである西陣高校の広告が掲載されていた。  

《 オープンスクール開催 》 と大き く書かれた内容は見た目にも斬新であ り 、プログラム

も中学生が喜びそ うな内容がいくつか盛り込まれていた。  

「 私も今朝、見ました。敵ながらなかなかいい企画だと思います。 」  

「 しかし七月に体験入学とい うのは早すぎないのか？ 」  

「 いや、必ずしも早くないよ うです。先日、北山さんから話を聞く と 、東京では五月こ

ろから募集関係のイベン ト を開催する学校が結構た く さんあるそ うです。 」  

「 なるほど 、ではこの企画も成功する可能性があるわけだな。 」  

「 そ うですね。 」  

「 と ころで、本校の募集活動スケジュールはど うなっていた？ 」  

「 確か、業者が主催する私学展にいくつか参加する以外はイベン ト的なものは考えてい

なかったと思います。説明会は九月から四回ほど企画していますが。 」  

「 ヒ ューマン ・ リ ンクのセ ミナーには何人か参加してるはずやのに、何で新しいイベン

トが企画されてないんや？ 」  

「 セ ミナーでは体験入学だけでなく 、オープンスクールという新しい形式のイベン トに

ついても紹介されていましたが、京都でも大阪でもそ ういう形で実施している学校が尐な

いのと 、時間的に間に合わんやろとい う理由で見送り ました 。 」  

「 まずいな。早急に手を打たんといかんやろ 。一回、北山さんに来てもろたらど う

や。 」  

「 わかり ました 。 」  

 

翌日の午後、北山が来校した。手には学校案内らしきものを抱えていた。  

北山は生徒募集のセミナーで紹介している内容を再度、かいつまんで紹介した。  

一通り 、聞き終わってから校長が質問をした。  

「 とい う こ とは、 これからの募集活動はイベン ト中心に考えていく必要がある という こ

とですね。 」  

「 そ うですね。 もちろん、中学校訪問や募集ツールの制作も大切ですが、最終的な受験

者を獲得するためには直接体験によるファン層の獲得がこれからの最優先課題だと思いま

す。 」  

募集企画委員の杉田が質問をした。  

「 説明会では何故だめなんですか。体験入学とかオープンスクールといった名前に変え

ただけで本当に効果があがるんですか。 」  

北山は杉田の方を向きながら逆に質問をした。  
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「 御校で実施した在校生アンケートの結果を覚えておられますか。 」  

「 ええ 、細かいデータまでは覚えていませんが。 」  

「 アンケートの中で、説明会に関するアンケート もあったこ とを覚えておられます

か。 」  

「 ええ 。 」  

北山は校長の方へ向き直り言葉を続けた。  

「 御校では説明会に参加した生徒の大部分が御校の受験を決めていたから参加したと答

えていました。先ほど申し上げたよ うにこれからの募集イベン トは受験校を決めかねてい

る生徒を呼び込み、本校のファンにする という こ とが最大の目的とな り ます。 」  

前田が うなずきながら続けた。  

「 つま り説明会とい う名称ではある程度受験する学校を絞り込んだ、あるいはほとんど

受験するこ とを決めている生徒しか来ないという こ とですね。 」  

「 そ うです。確かに名称を変えただけで開催する時期や中身が変わっていなければそれ

ほど期待はできないでし ょ うが、西陣高校さんの企画などは注目を集めやすいでし ょ う

し 、それな りに動員数も見込めるのではないかと思います。 」  

校長が不安そ うに聞いた。  

「 も しかして西陣高校さんの指導もしておられるのですか。 」  

「 いいえ 。以前申し上げたよ うに同じ地域で競合する学校の支援は行いません。西陣高

校さんに対して特別な支援活動は行っていません。が、 ・ ・ ・ 」  

「 何かあるのですか。 」  

「 西陣高校さんの方も弊社のセ ミナーにはよ く参加しておられます。御校よ り も早くか

ら参加しておられましたし 、支援活動の提案を行ったこ と もあ り ます。予算的な関係で導

入は見送られましたが、弊社がセミナーの中で紹介している内容については御校よ り も理

解度が高いと思います。 」  

「 つま り 、 ヒ ューマン ・ リ ンク さんのセミナー内容を元にこ うい う企画を作られたわけ

ですね。 」  

「 多分、そ うだと思います。 」  

しばら く沈黙が続いた。  

校長が聞いた。  

「 北山さんであれば、西陣高校以上の企画を創るこ とはできますか。 」  

「 そ うですね。西陣高校さんの企画内容が全てわかっているわけではないので断定はで

きませんが、私達もセ ミナーの中でノ ウハウ的な部分を全て出しているわけではないの

で、対抗し う る企画は創れる と思います。 」  

「 それなら 、すぐにでも企画書を出してもらえますか。 」  

「 わかり ました 。が、単にイベン ト部分だけを改革しても効果は尐ないと思います。一

忚、弊社からの提案内容と しては募集活動全体をどのよ うに変えていくかという企画にさ

せていただきますが、 よろしいでし ょ うか。 」  

校長が うなずくのを見て、北山は話を続けた。  

「 あ りがと う ございます。では、御校の今年の募集関連資料をいただけますでし ょ う

か。必要なものは ・ ・ ・ です。データ類については揃えられる部分だけで結構です。 」  
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北山は資料を山のよ うに抱えながら帰っていった。  

 

１週間後、北山が持ってきた企画は募集イベン トだけでな く 、中学校や塾訪問の進め方

からアピール用のツール製作まで幅広い内容が盛り込まれていた。  

企画書の内容を校長と前田教頭がチェッ ク し 、部分的な修正を加えて導入が決定され

た。導入が正式に決定し 、最初のプロジェク ト ミーティングが開催されたのは平成十年の

七月が終わろ う と している時期であった。  

第一回のミーティングには入試対策委員会のメンバー全員に加え、校長、事務長が参加

した。 ヒ ューマン ・ リ ンクからは北山が出席していた。  

最初の ミーティングの席上で北山は全員に向かって話をした。 

「 御校の募集企画は多くの部分が改善や改革を必要と しています。 これまでの企画内容

を否定するつも りはあ り ませんが、 これからの尐子化時代に対忚するためにはマーケティ

ング的な発想を持ち込む必要があ り ます。 しかし現実的な問題があ り ます。それは時間で

す。抜本的な改革を進めよ う と考えた場合、全く時間が足り ません。本来であればこのよ

う な企画会議は一月から三月にかけて行う ものです。約四ヶ月以上も遅れた状態にあ り ま

す。私達も全力を尽く しますが、先生方にもご無理を言う場面が出てく るかと思います。

その点をご承知いただければと思います。 」  

こ こで北山は全員の顔を見た。通常であればこ ういう話をする と何人かの先生は露骨に

嫌そ うな顔をする 。が、 どの先生も北山を向いている 。校長先生か前田教頭がきちんと メ

ンバー全員に話をしている様子が伺えた。 

「 まず、募集イベン トの企画内容から考えたいと思います。既に何人かの先生にはセ ミ

ナーの中で紹介させていただきましたが、募集イベン ト という ものの考え方について確認

をさせていただきます。 」  

一通りの説明が終了した後、 ヒ ューマン ・ リ ンクからのプランが提示された。  

プランの内容は多くの先生が予想していた体験入学ではなく 、オーブンスクールとい う

名称でま とめられていた。参加メンバーの多くは授業体験と校舎見学を中心と した内容に

なるだろ う と予測していたのだが、そのイ メージは大き く覆された。北山は説明を続け

た。 

「 本来であれば、 ライバル校に対抗して夏休みに一回目のイベン ト を開催したいと ころ

ですが、残念ながら時間があ り ません。夏休みイベン トは来年から行う よ うにして、今年

は九月のイベン トがスタートにな り ます。 ラ イバル校が七月からスタートするから といっ

て悲観する必要はあ り ません。確かに早く スタート した方が多尐有利ではあ り ますが、 ま

だ京都ではそこまで早期化していません。御校のデータを見ても 、受験校の選択が本格的

にピークを迎えるのは九月から十月というデータが出ています。九月からのイベン トでラ

イバル校以上に動員ができれば問題ないと思います。 」  

伊藤が恐る恐る質問をした。  

「 でも 、本当にこの企画で中学生が集ま り ますか？尐し不安なんですが。 」  

「 今から断定はできませんが、それなりに動員はできる と思います。そ うですね、保護

者も合わせて二百人く らいは集まるんじゃないかと思います。 」  

前田が驚いたよ うに聞いた。  
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「 二百人ですか。それはすごい。何か根拠でもあるんですか。 」  

北山は尐し笑いながら答えた。  

「 いや、根拠と言われても困り ますが、先ほどご紹介したよ うにこの時期の子供たちは

まだ受験校を絞り込んでいるわけではあ り ません。逆に言えばと り あえずどこか見に行こ

う という子供たちが大勢いる と考えられます。その時、最終的に行こ う という気持ちにさ

せられるかど うかを左右するのは参加するこ とによる メ リ ッ トが感じられるかど うかにあ

り ます。 」  

かおるが口を挟んだ。 

「 付加価値があるかど うかですよね。 」  

「 そ うです。 」  

だまって聞いていた藤田が質問をした。藤田は説明会の企画担当をしており 、九月以降

の説明会についても企画案をま とめていた。が、 ヒ ューマン ・ リ ンクの指導を受けるこ と

にな り彼のプランは全て白紙に戻されていた。  

「 付加価値とい うのは具体的にど ういう ものを指すのですか。校舎を見学させるこ とや

コースの概要について紹介するこ とは付加価値にはならないのですか。 」  

北山は藤田の方を向き 、藤田の顔を見ながら答えた。  

「 確かにそれらの内容も付加価値の一部ではあ り ます。それは否定しません。が、残念

ながらそれでは人は集ま り ません。昨年までの御校の説明会に参加された人数を見てもそ

のこ とは明らかです。何故、それらの付加価値では人数が増えないのか、それはそれらの

付加価値は全て本校を志望する生徒や保護者にとっての付加価値だからです。 」  

「 御校は残念ながらどんどん生徒が集まる学校にはなりえていません。御校を志望する

生徒だけを集めていたのでは勝負にならないのです。 」  

藤田が反論をした。  

「 でも始めから入学するつも りのない生徒をどれだけ集めても結局は入学しないのだか

ら同じ こ と じゃないですか。逆に参加者が多くなるこ とできめ細かな対忚ができな くなっ

てしま うんじゃないですか。 」  

北山は藤田の顔を見て、それから参加者全体に視線を移しながら答えた。  

「 こ こでは発想を大き く転換していただく必要があり ます。先ほど申し上げたよ うに、

現時点では多くの中学生がまだ受験校を絞り込んでいません。 もちろん、自分の学力に忚

じて受験校の絞り込みは始めているでし ょ うが、 まだ決めかねている という生徒が大多数

である と考えられます。そしてそ うい う生徒たちの多くは直接体験で好印象を持った学校

を優先的に選択する と考えられます。体験入学とオープンスクールはどちらも説明会に付

加価値を加えたものですが、体験入学がある程度志望度の高い生徒をターゲッ ト と してい

るのに対し 、オープンスクールは全く志望していない生徒をもターゲッ トにしている とい

う点で異なり ます。今回の企画では参加者に対して三種類の付加価値を盛り込んでいま

す。一つは各種の体験コーナーです。体験授業のよ うに硬いイ メージではなく 、 どちらか

という とゲーム感覚で楽し く遊べるコーナーを用意しました 。二つ目はスタンプラ リーで

す。校内の十ヶ所に設けたポイン ト を全て回って くれば景品を提供しよ う という もので

す。最後は演劇部の生徒が作るハムレッ ト カレー、 これは文化祭で好評を得ている とい う

話でしたから 、多分中学生にも喜んでもらえる と思います。 もちろん、前半部分で学校の
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紹介はしますが、生徒を集めるためのポイン トは後半部分にあ り ます。 」  

藤田が再度質問をした。  

「 なるほど 、多くの生徒を集めよ う というプランについてはわかり ました 。が、 こ うい

う企画で本当に好印象を持ってもらえるのでし ょ うか。私などは逆にふざけているよ う な

印象を与えるのではないかと思うのですが。 」  

それまでだまっていたかおるが意見を言った。  

「 ふざけている という印象にはならないんじゃないでし ょ うか。単純に楽しめる方がい

いと私も思います。 」  

伊藤が続けて言った 。  

「 そ うですよ 。 ど うせ去年と同じ こ とをしたって増える道理がないんだから 、尐し思い

切った方法を導入しないと道は開けませんよ 。 」  

北山は二人が意見を言い終わるのを待ってから答えた。  

「 藤田先生が心配されるのもわかり ます。中にはふざけている と感じる方もおられるだ

ろ う と思います。が、 このよ う な企画を面白そ うだと感じて くれる方もおられます。問題

はそのこ とによって参加者が増加するか減尐するかです。ただ、 これらの企画は参加者を

増加させるためのものであって、好印象を与えるための企画ではあ り ません。参加した

方々が、三枝学園の印象が変わった、 イ メージがかなり良くなったと思わせるためには別

の企画が必要です。 」  

前田が聞いた。  

「 ど うやって好印象を与えるのですか。 イ メージアップにつながるよ う なものはそれほ

どあ り ませんが。 」  

北山はにっこ り と笑って答えた。  

「 確かに今の御校はアピールするための材料が多くあ り ません。 まだ学校改革がスター

ト したばかりですから 、教育成果が大き く向上しているわけでもあ り ませんし 、生徒の成

績が大幅にアップしているわけでもあ り ません。そこで今回は 『人 』 をアピール材料と し

て使います。 」  

「 『 人 』 ですか。 」 前田が不思議そ うに聞いた。 

「 そ うです。今回の企画は参加した中学生や保護者の方々が様々な場面で御校の生徒や

先生方と接点を持ちます。通常の説明会であれば壇上から一方向で話をするだけですが、

今回の企画では一対一で話をした り 、一緒に何かを体験する とい う場面が非常にたく さん

生まれます。その時、本校の生徒や先生方がど ういう印象を参加者に与えるかがポイン ト

になるのです。 」  

「 本当にそんな単純なこ とでイ メージが変わるんでし ょ うか。 」 今度はかおるが疑わし

げに質問をした。  

「 変わり ます。ただし 、忚対する方々には接客忚対の基本についてきちんとマスターし

ていただく必要があ り ます。 まあ 、身につけていただいて損をするものではあ り ませんか

ら選ばれた方には頑張っていただければと思います。 」  

その後もいくつか質問や意見交換がなされ、最終的な企画がま とめられた。次回のミー

ティングまでに準備すべき こ と と担当者が決められ、会議は終了した。  

その後、 イベン トの準備が急速に進められた。北山はク ラブ顧問を説得し 、五十人を超
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える在校生をイベン トの中で使う こ とにした。前田教頭が面白がったのは受付の担当者を

決める方法であった。北山は候補者を一列に並べて一言 「笑って ください 」 とだけ言っ

た。その結果、候補者の教員は十人ほどいたのだが、全員不合格という こ とで受付は全て

在校生が行う こ とになったのだ。候補者の中には三枝かおるもいた。伊藤はかおるが不合

格になったとい う話を聞いてにやにやしながら話しかけた。  

「 三枝先生、残念でしたね。 」  

「 う る さいわね。そこまで嬉しそ うにするこ とないじゃない。 これでも尐しは落ち込ん

でいるんだから 。 」  

「 しかし本当に生徒だけで大丈夫なんでし ょ うか。逆に うちの生徒だと悪い印象を与え

るんじゃないかと心配になるんだけど 。 」  

「 それは大丈夫みたいよ 。受付は女の子だけで対忚するんだけれど 、練習している と こ

ろを見る と 、明る くて元気もあるし逆に私たちは変に照れたり 、偉そ うにした りでだめみ

たい。それよ り伊藤先生のと ころは大丈夫？体験コーナーの目玉じゃなかったっけ。 」  

「 大丈夫。任し といて。在校生相手に予行演習をしたけどばっち り成功し 、生徒も面白

いって喜んでたからね。 」  

「 期待してるわ。 」  

 

八月の夏休みはあっという間に過ぎ去り 、九月の新学期を迎えた。満を持して用意して

いたオープンスクールの案内ちらしを一斉に中学校へ持ち込んだ。ちらしの中には当日の

企画内容や食事券などが盛り込まれており 、いかにも楽しそ うな雰囲気が感じられる内容

であった。 

ヒ ューマン ・ リ ンクの指導でオープンスクールは全て事前予約制にしていた。事前予約

は中学校の先生から反発されるので危険ではないかという意見も多かったが、事前に参加

人数が読めないと対忚がずさんになる という理由でと りあえず一回目は事前予約の形を取

った。 

申し込みの締切日はオープンスクールの三日前に設定していた。最初に返事が返ってき

たのはオープンスクールの一週間前、三枝学園からはかなり離れた地域にある中学校から

であった。 しかも 「 今回は参加希望者はいませんでした 」 とい う返事であった。続いて三

校から返事があったが、いずれも遠方の中学校であ り 、同じよ うに参加者はゼロであっ

た。中村校長は前田教頭に対してすぐに北山に連絡を取るよ うに指示をした。北山は前田

から電話で状況を聞いた上で、二点の活動を前田に依頼した。それは近隣の中学校に申し

込み状況を確認する こ と と参加者がいないと返事をした中学校に対して参加者がいない理

由について確認する こ とであった。  

早速、前田は懇意にしている近隣の中学校に対して電話をかけた。  

「 先日、お願いにあがったオープンスクールの件ですが、申し込み状況はいかがでし ょ

うか。 」  

「 参加者はいるみたいですよ 。最終的に学年主任が集計する と思いますが、けっこ う参

加するんじゃないでし ょ うか。 」  

「 そ うですか。あ りがと う ございます。 」  

尐しほっ と した前田であったが、参加者のいない中学校への電話が残っていた。  
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電話をしたのは最初に返事を くれた中学校であった。確かに遠方ではあるが、毎年四～

五人は受験して くれる中学校である 。参加者が一人もいないとい う こ とは考えられない。

前田は尐し緊張しながら先方の校長先生に電話をかけた。  

「 今回、本校のオープンスクールに参加する生徒さんがおられないという こ とでした

が、何か問題があ り ましたでし ょ うか。 」  

先方の校長先生が尐し申し訳なさそ うな声をしながら答えた。  

「 いや、内容については何も問題はあ り ませんでした。学年の先生もホームルームでち

らしを配布しており ましたよ 。 」  

「 では、本校の受験を希望する生徒さんが尐ないからでし ょ うか。 」  

「 いえ 、今回、参加者がいなかったのは単純に日程的な理由だけです。 」  

「 ど うい う こ とでし ょ うか。 」  

「 この近隣の中学校は尐し体育祭の日程が早いんです。御校のオープンスクールの日程

がちょ う ど体育祭の日程と重なっているんですよ 。 これはまずいな、 とは思いましたが、

確か御校のオープンスクールは十月にもある とちらしに書かれていたので、今回は見合さ

せていただいたとい うわけなんです。 」  

前田は理由がわかり安心した。 と同時に中学校の行事日程をきちんと確認せずに案内を

し 、更に不参加の理由の確認までしてしまったこ とを恥ずかし く思った。  

「 そ うですか。わかり ました 。御校の行事日程をきちんと確認せずにスケジュールを組

んでしまいまして本当に申し訳ございませんでした 。十月のオープンスクールでは是非よ

ろし くお願いします。 」  

前田は校長と北山に結果を連絡した。  

 

一部地域からの参加者が無かったにもかかわらず、オープンスクールの参加申し込みは

当初の予想を大き く上回った。一部の教員は 「 カレーと景品につられているだけで本当に

受験しよ う と している生徒なんかいないさ 。 」 と陰口をたたく者もいたが、前日までの集

計では参加者の数は生徒だけで二五〇名を超えていた。北山は付き添いで参加する保護者

の人数、当日のキャンセルと飛び込みの参加者数を想定し 、最終的な参加者数を二七〇人

と予想した。 

 

オープンスクール前日、最後のリハーサルが行われていた。今日は北山の姿は見えず、

前田教頭が最終的なチェッ クをしていた。いくつかチェッ クすべきポイン トは北山から聞

いていたが、何度も打ち合わせをしていたせいか、前田の目にはほとんど問題なく進行し

ているよ うに見えた。 これなら大丈夫だろ うな、そ う思っている と ころへ急に横から声が

かかった。 

「 やはり リハーサルをしておいて良かった。細かいミ スがいっぱい見つかり ました

ね。 」  

横を見る と ヒ ューマン ・ リ ンクの上村がいた。前田たちが受講している リーダー研修会

の講師である 。聞く と リハーサルを見に来れない北山の代わりにチェッ クをしにきたとい

う 。前田が驚いたよ うに聞き返した。  

「 どこか問題があ り ましたか。私にはだいたい良いよ うに見えましたが。 」  
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「 ええ 、確かに大きな問題点はあ り ません。生徒さんも先生方もかな り本番を意識して

きちんと取り組んでいただいています。が、細かい部分で気になる点がいくつかあ り ま

す。 まず受付ですが、笑顔は全員、良いと思います。が、あいさつの声が小さいこ と 、声

の大きさがかな りばらついているこ と 、待っている姿勢が悪いこ と 、資料を渡す手項が悪

いこ との四点を注意しておいた方がよいと思います。それから 、全体会場では ・ ・ ・ 。 」  

上村のチェッ クは非常に細かかったが、 しかし一方で大事なポイン ト を押さえていた。

その日のうちに上村から指摘されたポイン ト を全員で確認をした。  

 

当日は雲一つない晴天に恵まれた 。 

前日の リハーサルが良かったのか、ほぼ全てのスケジュールが予定通り行われた。全て

の会場を飛び回りながらチェッ クをしていた北山も満足そ うに笑みを浮かべている 。  

重要な役割を任された生徒たちもいつも以上に頑張っていた。前田はこんなに活気のあ

る募集イベン トは初めてだと感じていた。 これならいける 、いい結果が出ないわけがな

い、前田はしっかり と した手ごたえを感じていた。  

 

午後一時には全てのスケジュールが終了した。後片付けを終え、簡単な昼食を済ませる

と全体で反省会が開かれた。反省会という こ とにはなっているが、前田は協力して くれた

一人一人に対してお礼が言いたかった。実際、反省会の冒頭であいさつをした中村校長も

全員に対する感謝と次回に向けた激励だけを言葉にしていた。  

が、そのよ う な雰囲気の中、北山だけは尐し違った顔つきをしていた。前田は何か不機

嫌そうだなとは感じていたが、特に話しかけるこ とはしなかった。  

校長のあいさつの後、北山がコ メン ト をした 。  

「 今回は初めてのオープンスクールという こ とでしたが、非常に良い形で終える こ とが

できたのではないかと思います。今、アンケート をざっと集計しましたが、 イ メージが以

前よ り も良くなったと答えておられる方が全体の半数近くおられました。昨年までの数値

よ り も大幅に増加しています。 このこ とは素直に喜んでいいと思います。が、次回は今回

の経験を活かして更にレベルアップしていかなければなり ません。次回のために今回の経

験がある 、常にそ ういう意識で取り組む必要があ り ます。そこで皆さんにお願いがあ り ま

す。今回、 イベン トの会場をいくつかのパーツに分けて担当を決めましたが 、そのパーツ

ごとに反省会を開いてほしいのです。そして次回に向けた改善点を最低でも三点以上ピッ

クアップして下さい。それを管理職の方に提出していただいてから解散とい う こ とにして

いただければと思います。 」  

前田はびっ く り した 。反省会をするこ とは事前に北山と打ち合わせていたが、先生方の

労をねぎら うだけだろ う と考えていたからである 。同じよ うに短時間で終わる と思い込ん

でいた教員から不満の声が上がった。前田が教員の気持ちを代弁するよ うに北山に聞い

た。 

「 別に今日でなくてもいいんではないですか。今日はみんな疲れているでし ょ う し 、明

日以降で日程を調整して行えばいいんじゃないでし ょ うか。 」  

北山は厳しい顔つきで答えた。  

「 駄目です。今日のイベン トの中で、 もっ と こ うすればいいのに、 と感じた瞬間を持た
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れた方は私以外にもたく さんおられるはずです。が、その記憶は明日には半分以上が忘れ

去られています。今後、 イベン トの品質を高めていくためには、非常に細やかな気配りや

改善ポイン トの積み重ねが必要になり ます。今、気付いている こ とを忘れないうちに議論

するこ とが大切なのです。 ど う しても用事のある方は仕方あ り ませんが、それほど長い時

間ではあ り ませんから 、 ご協力いただければと思います。 」  

不満そ うな顔をしていた先生方も北山の真剣さにおされ、一部の教員を除いて全員がパ

ーツごとの ミーティングに散っていった。三十分後、各グループのま とめた改善案は北山

も気付いていなかった点がいくつも盛り込まれた内容になっていた。各グループが提出し

たレポートに一通り目を通した北山は満足したよ うに笑みを浮かべ、先生方の労をねぎら

った。 

 

反省会も終了し 、会議室には三未会のメンバーと北山だけが残っていた。最初に声をか

けたのは前田であった。  

「 いやぁ 、今日は本当にお疲れ様でした。いかがでしたか、今日のオープンスクール

は。 」  

北山はにっこ り しながら答えた。  

「 良い内容でしたね。企画したこ とがほぼ全て行えていましたから 、申し分ないと思い

ます。初めての取り組みと しては上出来だろ う と思います。 」  

「 それにしては厳しいお言葉でしたね。 まあ 、あれは尐しの成功で気を緩めるなとい う

こ とでし ょ うが。 」  

前田の言葉に北山は尐し首をかしげた。そして答えた。  

「 いや、そ ういうつも りではあ り ませんでした。 イベン トの後の反省会は毎回あのよ う

な形で実施していただきたいと考えています。先ほども申しましたが、 これからはイベン

トの企画力だけで差がつく時代ではなくなってきます。いかに来校していただいた方々に

気持ちよ く過ごしていただくか、あるいは尐しでも好印象を持っていただくかが差になっ

て現れてく るよ うにな り ます。八割の人が満足していればいいだろ う という発想ではな

く 、 ど うすれば残りの二割の方々にも満足していただけるよ うになるか、を常に意識する

こ とが必要になり ます。それでなくても回数を重ねる と緊張感が失われていきます。常に

よ り良い状態を意識する姿勢を定着させるこ とが今後の成否を左右する と思います。 」  

中村校長が後を続けた。  

「 確かに言われる とおりですね。今までの私学はそ ういう部分が根本的に欠落していた

よ うに思います。なかなか古い体質からは脱却できないでし ょ うが、 これからもよろし く

お願いします。 」  

伊藤が心配そ うに尋ねた。  

「 で、今回のオープンスクールはど うだったんでし ょ う 。改善点はたく さん見つかり ま

したし 、やはり失敗という こ とでし ょ うか。 」  

北山は笑いながら答えた。  

「 そんなこ とはあ り ません。アンケートの結果を見ても大成功の部類に入るんじゃない

ですか。 こ ういう イベン トが続けば必ず受験者も増加するはずですよ 。 」  

北山の言葉に全員がほっ と した表情を見せた。  
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第五章のま とめ 

 

生徒募集改革 

 

生徒募集活動は平成五年から平成十年にかけて技術的な水準が急速に向上しました 。  

学校改革が進まないと言われる中、生徒募集活動だけが短期間にレベルアップを実現し

えた理由は二点ある と考えられます。  

一点目はヒ ューマン ・ リ ンクのオープンセ ミナーです。 この時期、 ヒ ューマン ・ リ ンク

では （学校からのご要請が高かったこ と もあ り ） 生徒募集に関連したセ ミナーを数多く行

っていました。当時、オープンセミナーで紹介されていた手法を導入する こ とで成果を飛

躍的に高める こ とができたという学校が全国各地に数多く存在しました 。  

二点目は生徒募集改革が成果を出しやすい活動であったという点にあ り ます。本文中に

も紹介されていますが、従来はマーケティング技術を生徒募集活動の中で活用する とい う

発想がほとんどあ り ませんでした。マーケティング技術に基づいた企画を考えれば自校の

実力以上の評価を得る こ とはそれほど難しいこ とではあ り ませんでした。進学実績を高め

るためには尐なく と も三年程度の期間が必要になり ます。が、生徒募集活動は早ければ半

年ほどで見違えるよ う な成果が出ます。 このこ とが募集技術の研鑽に拍車をかけたのだと

考えられます。 

ただ、生徒募集活動の技術は範囲が広く 、全体的なレベルが向上したとは言え、 まだま

だ多くの学校では改善を要する領域が数多く残されています。  

また 、最近では 

● パブリ シティ対策 

自校のこ とを新聞や雑誌の記事と して取り上げても ら う こ とでステータスを高める 

● 在校生と イベン ト参加者との交流会 

在校生 （先輩 ） に対する印象を良くするための交流機会 

といった領域で新しい手法が次々と報告されています。自分達の学校を 「紹介 」するので

はなく 「 アピール 」するためにど うい う方法が有効であるかについては今後も研究が進め

られるのではないかと思います。  

 ヒ ューマン ・ リ ンクでは募集技術を高めたいと考えておられる学校に対して以下の三種

類の支援方法を用意しており ます。  

① 個別支援業務 

月に一回～二回程度の企画会議を開催し 、その学校の募集改革に取り組む 

② 募集担当者研修会 

募集活動の重要ノ ウハウを二日～三日程度で集中して習得していただく  

③ オープンセ ミナー 

生徒募集がテーマの場合、一般論と して有効な手法について紹介させていただく  

④ 募集ツールの企画 ・製作 

学校案内など 、生徒募集活動の中で活用するツール類について企画から製作までを

支援させていただく  
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エピローグ  新しい門出 

 

「 いよいよ リーダー研修会も最終講ですね。 」  

「 そ うだな 。一回目を受けたと きは本当に最後までもつかど うか心配だったが、振り返

ってみる と早かったな。 と ころで改革プランの方はきちんと作れたかい？ 」  

「 いやあ 、当たって砕けろですね。 」  

「 頼むから砕けないよ うにして くれよ 。 」  

研修会場に早く着いた前田と伊藤がいつものよ うに雑談をしている 。  

今日は リーダー研修会の最終日、平成十一年一月の第三土曜日である 。  

受講生はこの最終講で卒業論文にあたる学校改革プランを提出しなければならない。 

第七講で改革プランの概要は作成していた。三枝学園の受講生は全員意欲的な目標を掲

げ、講師から高い評価を受けていた。が、 どれだけ意欲的な目標も達成しなければ意味が

ない。そ うい う意味では今日作成するアクシ ョ ンプランの内容が改革の成否を決める こ と

になるのだ。 

 

研修は項調に進んだ。他校の受講生は講師から何度も書き直しを指示されていたが、三

枝学園のメンバーはほとんどが一～二回の書き直しで済んでいた。事前にメンバー間で検

討会をしてきた効果があったよ うだ。  

午後五時を尐し回った頃、全てのプログラムが終了した。全員が無事、修了証を受け取

るこ とができた。  

 

一週間後、研修会の報告という こ とで北山が三枝学園にやってきた。  

集まったメンバーは中村校長、前田教頭、それに事務長の三人であった。  

北山は最初に生徒募集の状況について確認をした。  

「 と ころで最終的な受験者数は確定しましたか。 」  

事務長がすぐに答えた。  

「 専願受験者は一八二人で全員が入学予定です。併願受験者は九四〇人前後だと思いま

す。 」  

「 とい う こ とは専願受験者で六十四人、併願受験者で百二十人増加したわけですね。 」  

「 そ うい う こ とにな り ます。 」  

校長が顔をほころばせながら答えた。  

「 併願者の歩留ま りはふたを開けてみないとわかり ませんが、最終的な入学者は三百五

十人前後になるのではないかと思います。市内の私立高校は一部の進学校を除けば大半が

受験者を減らしています。昨年比で増加しているのは本校を含めて五校だけですから 、昨

年までのこ とを考える とすごい成果だと思います。 」  

北山は笑顔で校長の話を聞いていた。が途中から真顔になり話し始めた。  

「 でも これからが大変ですよ 。以前から申し上げているよ うに、 まだ本校は確かな教育

力を確立しているわけではあ り ません。大半の受験生は本校に何か新しいものを期待して

入学してきます。彼らの期待を裏切るよ う なこ とがあれば、膨らんでいる期待値も急速に

しぼんでしまいます。そ ういう意味では今年入学する一年生をどのよ うに伸ばしてあげら
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れるかが試金石という こ とになる と思います。 」  

前田が うなずきながら答えた。  

「 そ うですね。確かに今年一年間受験者が増加しただけで喜んでいたのでは話になり ま

せん。本当に付加価値の高い学校だと言われるよ うにならなければ。 」  

北山は校長の方を向き直って話しかけた。  

「 と ころで来年の人事はも う決定されているのですか？ 」  

「 いや、 まだです。例年であれば三月上旪に人事の発表を行う よ うにしています。 」  

「 それでは遅いでし ょ う 。尐な く と も学年主任と主要教科の教科主任は二月上旪に発表

していただいた方がいいのではないかと思います。 」  

「 わかり ました 。今年は何とか調整して進めたいと思います。 」  

 

尐し雑談をした後、研修会の報告が行われた。最初に卒論と して作成した改革プランの

採点結果が報告され、その後個々の受講生についてコ メン トが出された。今年の受講生は

概ね優秀な成績であったという報告を聞き 、校長は満足気であった。  

校長はその場で次年度も新しいメンバーで受講する こ とを明言した。事務長は尐し不満

気であったが、何も言わなかった。  

校長と北山の雑談を聞きながら 、前田はこの一年間を自分なりに振り返っていた。  

学校評価調査から始まって リーダー研修会、募集改革と過去十年間でも経験したこ とが

なかったよ う な経験を一年間でしてきた感があった。  

来週は北山から生徒募集活動の総括レポートが送られてく るら しい。今年は良い結果が

出たが、 これを継続させるためにど ういう改善が必要かをま とめて くれている という 。  

今年、募集活動に関わった教員は是非来年もやらせてほしいと言っている 。今年は出遅

れたが、来年度は早くから準備を進め、今年以上に成果を出すのだと張り切っている 。  

学年会の先生方もロイヤ リ ティアップを合言葉にしてあちらこちらで意見交換をしてい

る 。一部の教科ではあるが教科会も定期的に開催されるよ うになっている 。  

 

以前、北山はセミナーの中で言っていた。  

「 学校が変わり始める とはっき り と変化を感じるこ とができます。一つ一つの変化は小

さいものですが、気がつく と以前とは全く別の学校や組織になっている 。本当に学校改革

が進むとそ ういう変化を先生方も感じる こ とができるよ うにな り ます。 」  

 

『 学校が変わり始めた 』  

前田はその変化を感じるこ とができた。全てが変わったわけではない、全てが良くなっ

たわけでもない。が、確実に本校は変わり始めた。  

きっかけはヒ ューマン ・ リ ンクが作って くれた。 これからも本校に必要なアドバイスを

受けるこ と もあるだろ う 。が、学校を作っていくのは私たちだ。私たちが主体的に改革を

進めていかなければ何も始まらない。  

先のこ とを考える と尐し身体が震えた。が、前田の目にははっき り と三枝学園の新しい

道が見えているよ う な気がした。  
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あとがきにかえて 

 

会社を設立して十年以上が経ち、私どもが関わらせていただきました学校の数もかなり

増えてまいりました。学校改革をどのような形で進めれば成功しやすいのかということに

ついても私たちなりにイメージが持てるようになってまいりました。そこでそれらの学校

で体験させていただいたことを、より多くの皆様にもご体験いただき、今後の学校改善活

動のイメージ作りに役立ててもらえないだろうかと思い本書の企画をしました。弊社専務

の稲葉が作文をしました。お読みいただいてどのような感想を持たれたでしょうか。気に

なるところです。 

 

 私学の状況はこの２～３年で大きく変わっています。それは公立校の急速な変化に影響

されているもののように思えます。勿論、そんなことには関係ない、とおっしゃる学校も

あるでしょう。おっしゃるだけではなく、客観的に見ても慌てることはないだろうなあと

思われる学校もあるのだろうと思います。が、「油断」はやはり「大敵」です。 

 学校改革の柱を「募集活動」におく時代はもう終わっています。これからは「教育の在

り様」で他校との差異化を進め、学校そのものの特徴を創り出す競争に入っていると考え

られます。「あの学校の教育内容は・・・・」という語られ方をしていただくようになら

ないといけない状況にあります。「教育のブランド化」が進んでいる時代です。 

 教育の差異化を実現するためには、学校そのものが変わらなければなりません。 

「教育成果」「カリキュラムやシラバス」「個々の教師の行動」「教育に対する価値観」

が劇的に変わらなければならないと思います。 

 最近、強く思うことがあります。学校という組織はマイナスの面に焦点を当てた議論が

多過ぎる、ということに気がついたのです。あそこがまずい、ここがまずい。確かにまず

い点は一杯あるかもしれません。が、マイナス面に心を奪われるとマイナスのことがどん

どん引き寄せられてきます。マイナスだらけの世界になってしまいます。これでは前へ進

めません。後退あるのみです。 

 提案があります。お願いがあります。もっとプラスの面に、プラスの動きをされている

教師の方々に光を当てましょう。そしてその方々の行動に信頼を寄せましょう。そうすれ

ば新しい動きが始まるはずです。新しい動きが始まらない限り改革も、改善も進みませ

ん。「強みにのみ光をあてることができる」学校だけが生き残れるのかもしれないと思う

のです。最近、そういう思いを強くします。 

 懸命の応援をします。誠実な応援をします。率直なご意見をどしどしお寄せください。 

 

 

                           平成１６年１月吉日     

                           株式会社ヒューマン・リンク 

                           代表    今給黎   勝 

 


